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４ 中世以降の遺構と遺物

方形竪穴遺構２基，井戸跡１２基，土坑１基，溝跡４条，道路跡１条が確認された。以下，確認された遺構

と遺物について記述する。

� 方形竪穴遺構

第４８号方形竪穴遺構（SK３６５９）（第２４６図）

位置 西部３区西部のＡ１ｃ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�２２ｍ，短軸２�００ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８７°－Ｅである。深さは４５�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ６０�・６２�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ１６�で，

位置と配置から補助柱穴と考えられる。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックを含んだ不規則な堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片３点（小皿）が出土している。弥生土器片３点，土師器片２８点（坏２，甕２６），

須恵器片３点（甕）も出土しており，埋め戻しの際の混入と考えられる。

所見 時期は，遺構の形態及び出土土器から中世と考えられる。

第５０号方形竪穴遺構（SK３９３４）（第２４７図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ５区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９２０号土坑，第１０６号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�６０ｍ，短軸２�４８ｍの方形で，長軸方向はＮ－９°－Ｅである。深さは２６�で，壁は緩やか

に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第２４６図 第４８号方形竪穴遺構実測図
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ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５４�・５０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ１３�で，

性格は不明である。

覆土 １３層に分層される。ロームブロックを含んだ不規則な堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片２点（小皿）が出土している。また，混入した土師器片５２点（坏１７，甕３５），須

恵器片３点（坏）も出土している。

所見 時期は，遺構の形態及び出土土器から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子多量
１３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第２４７図 第５０号方形竪穴遺構実測図

表９ 方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 柱穴 ピット 覆土 主な出土遺物

備考
（時期）

４８ Ａ１ｃ９ Ｎ－８７°－Ｅ 長方形 ２�２２×２�００ ４５ 平坦 ２ １ 人為 須恵器片 土師質土器片 中世

５０ Ｃ５ｇ５ Ｎ－９°－Ｅ 方形 ２�６０×２�４８ ２６ 平坦 ２ １ 人為 須恵器片 土師質土器片 中世

―２８８―



� 井戸跡

第９５号井戸跡（SK３６４１）（第２４８図）

位置 西部３区東部のＡ２ｆ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４７ｍ，短径１�２８ｍほどの楕円形で，長径方向はＮ－０°で円筒状に掘り込まれており，湧

水のため深さ１３８�までしか確認できなかった。

覆土 １０層に分層される。ロームブロックを多く含んでおり，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏５，甕２３），土師質土器片２６点（内耳鍋２５，香炉１）が北部の覆土上層から

中層にかけて出土している。土師器片は，流れ込んだものと考えられる。２４５７は覆土中，２４５８は覆土中層，

２４５９は覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から，中世と推測される。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・粘土ブロック微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子微量

６ 黒 褐 色 炭化物・粘土ブロック・ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
８ 黒 色 ロームブロック少量
９ 黒 色 ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第２４８図 第９５号井戸跡・出土遺物実測図

―２８９―



第９７号井戸跡（第２４９図）

位置 西部３区東部のＡ１ｈ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２６・３４５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�０９ｍ，短径０�９６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８０°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ９３�までしか確認できなかった。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックを不規則に含んでおり，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２点，弥生土器片２点，土師器片１６点（坏６，甕１０），須恵器片１点（甕）が出土

している。いずれも細片であり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられる。

第１０１号井戸跡（第２５０図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ３区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１１・４１８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 径２�７０ｍの円形で，漏斗状に掘り込まれており，湧水のため深さは１１０�までしか確認できなか

った。

覆土 ５層に分層される。周囲から土砂が堆積した様相を呈しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第２４９図 第９７号井戸跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第９５号井戸跡出土遺物観察表（第２４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４５７ 土師質土器 内耳鍋 － （７�２） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 外面横ナデ 外面煤付着 覆土中 ５％

２４５８ 土師質土器 内耳鍋［３１�６］（７�２） －
石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
褐

普通
体部に穿孔有 口縁部内・外面横ナデ
外面煤付着

覆土中層 ５％

２４５９ 土師質土器 香炉 － （３�５） ６�０ 石英・長石
にぶい
黄橙

普通
体部外面ナデ 底部回転糸切り 三足貼付
け

覆土上層 ５％

―２９０―



遺物出土状況 土師器片１１０点（坏３５，高台坏椀２，甕７３），須恵器片９点（坏３，甕６），土師質土器片１点

（小皿），陶器片１点が覆土中から出土している。２４６０は北東部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられる。

第１０２号井戸跡（第２５１図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ１区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�６６ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ９８�までしか確認できなか

った。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックや粘土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏１，甕１４），須恵器片２点（甕）が覆土中から出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられる。

第２５０図 第１０１号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第１０１号井戸跡出土遺物観察表（第２５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４６０ 土師質土器 小皿 ８�６ ２�０ ５�３ 石英・長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 覆土中層 ８０％ PL７６

―２９１―



第１０３号井戸跡（第２５２図）

位置 西部４区東部のＣ５ｈ１区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４０９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�３４ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さは１０８�までしか確認でき

なかった。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックや粘土ブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられる。

第１０４号井戸跡（第２５３図）

位置 西部４区東部のＣ５ｈ４区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１８号住居跡を掘り込み，第４９号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 径２�８０ｍの円形で，漏斗状に掘り込まれており，湧水のため深さ１２０�までしか確認できなかっ

た。

第２５１図 第１０２号井戸跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
２ 灰 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

４ オリーブ灰色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
５ オリーブ黄色 粘土ブロック中量，焼土粒子微量
６ 黒 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

第２５２図 第１０３号井戸跡実測図

―２９２―



覆土 １５層に分層される。ロームブロックや粘土ブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏４，甕７），須恵器片２点（坏，蓋）が出土している。いずれも細片であり，

破断面が摩滅していることから流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられる。

第１０５号井戸跡（第２５４図）

位置 西部４区東部のＣ５ｉ４区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�１８ｍ，短径０�８８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７°－Ｅである。円筒状に掘り込まれてお

り，湧水のため深さは８０�までしか確認できなかった。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックや粘土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏６，高坏１，甕９），須恵器片１点（瓶）が出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられる。

土層解説
１ にぶい褐色 粘土ブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
５ 黒 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
８ 褐 灰 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・灰微量

９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１０ 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
１１ にぶい橙色 ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１５ 黒 色 ローム粒子微量

第２５３図 第１０４号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量

―２９３―



第１０６号井戸跡（第２５５図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ５区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５０号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�２０ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ１２０�までしか確認できな

かった。

覆土 ８層に分層される。ロームブロックや粘土ブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１点，土師器片２５点（坏１０，甕１５），鉄製品１点（不明）が出土している。いずれ

も細片であり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられる。

第１１０号井戸跡（第２５６図）

位置 西部４区中央部のＤ３ｂ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９７・３９８号住居跡，第８１号溝跡を掘り込んでいる。

第２５４図 第１０５号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 色 ローム粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 橙 色 焼土粒子中量，灰少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量

第２５５図 第１０６号井戸跡実測図

―２９４―



規模と形状 長径０�９９ｍ，短径０�７４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－９０°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さは６３�までしか確認できなかった。

覆土 湧水や崩落のため不明確であるが，ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積

と推測される。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられる。

第１１３号井戸跡（第２５７図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｊ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４２６号住居跡を掘り込み，第３８２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�９６ｍ，短径１�５８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６８°－Ｗである。漏斗状に掘り込まれてお

り，湧水のため深さ１２５�までしか確認できなかった。

覆土 ６層に分層される。粘土ブロックや鹿沼パミスブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６８点（坏１４，高台坏椀２，甕５２），須恵器片５点（坏４，甕１），磁器片１点が細片で

出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられる。

第２５６図 第１１０号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス少量，粘土ブロック・焼

土粒子微量

４ 極 暗 褐 色 鹿沼パミスブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・
粘土粒子微量

５ 極 暗 褐 色 鹿沼パミスブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 鹿沼パミス中量

第２５７図 第１１３号井戸跡実測図

―２９５―



第１１４号井戸跡（第２５８図）

位置 西部４区中央部のＤ３ａ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�５０ｍ，短径１�３５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１２°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ１２３�までしか確認できなかった。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１点，土師器片５点（甕），須恵器片６点（坏５，甕１）が出土している。細片で

あり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられる。

第１２９号井戸跡（SK３８０５）（第２５９図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｈ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７６号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径３�０１ｍ，短径２�８４ｍの不定形で，長径方向はＮ－７９°－Ｗである。ほぼ漏斗状に掘り込まれ

ており，深さは１７８�である。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片７点，土師器片１４６点（坏３１，高台付椀２，高坏１，甕１１１，羽釜１），須恵器片３６

点（坏１５，甕２１），土師質土器片１点（皿），石器１点（剥片），鉄製品１点（煙管），木製品２点（蓋，板状製

品）が出土しており，ほとんどが細片である。底面に巨礫１点も出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第２５８図 第１１４号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
５ 極 暗 褐 色 焼土粒子微量

―２９６―



第２５９図 第１２９号井戸跡・出土遺物実測図

―２９７―



� 土坑

第３６６７号土坑（第２６０図）

位置 西部３区東部のＡｌｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６６９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�８１ｍ，短軸１�１５ｍの長方形で，長軸方向はＮ－８９°－Ｗである。深さは２５�で，底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ロームブロックが含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８点（坏１，甕７），銅製品１点（古銭）が出土している。Ｍ１５７は西部の床面から出

土している。

所見 時期は，出土した古銭（熈寧元寳）の初鋳年が１０６８年であることから，中世以降であると考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１２９号井戸跡出土遺物観察表（第２５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４６１
土師質
土器

皿 － （２�５） ５�８ 石英・長石・雲
母・赤色粒子

にぶい
橙

普通 底部回転糸切り 覆土上層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５６ 煙管 （４�３９）１�０３ － （４�２４） 鉄 断面円形 覆土中 PL９０

番号 器種 最大径 最大幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｗ２２ 蓋 ２２�４ （１０�８） １�１ （１９９�９） モミ属 板目 覆土中 漆付着

Ｗ２３ 板状製品 （２０�６）（６�４） １�５ （５２�１） クリ 追柾目 覆土中

表１０ 中世以降の井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

断面形 覆土 出土遺物
備考

（時期）長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

９５ Ａ２ｆ１ Ｎ－０° 楕円形 １�４７×１�２８ （１３８） 円筒状 人為 土師器片 土師質土器片 中世

９７ Ａ１ｈ９ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 １�０９×０�９６ （９３） 円筒状 人為
縄文土器片 弥生土器片 土師
器片 須恵器片

中世

１０１ Ｃ５ｉ３ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ２�７０×２�４４ （１１０） 漏斗状 自然
土師器片 須恵器片 土師質土
器片 陶器片

中世

１０２ Ｃ５ｉ１ Ｎ－０° 円形 １�６６×１�６６ （９８） 円筒状 人為 土師器片 須恵器片 中世

１０３ Ｃ５ｈ１ Ｎ－０° 円形 １�３４×１�３０ （１０８） 円筒状 人為 中世

１０４ Ｃ５ｈ４ Ｎ－０° 円形 ２�８０×２�６０ （１２０） 漏斗状 人為 土師器片 須恵器片 中世

１０５ Ｃ５ｉ４ Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 １�１８×０�８８ （８０） 円筒状 人為 土師器片 須恵器片 中世

１０６ Ｃ５ｇ５ Ｎ－０° 円形 １�２０×１�１７ （１２０） 円筒状 人為 縄文土器片 土師器片 鉄製品 中世

１１０ Ｄ３ｂ８ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�９９×０�７４ （６３） 円筒状 人為 中世

１１３ Ｃ３ｊ７ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 １�９６×１�５８ （１２５） 漏斗状 人為 土師器片 須恵器片 磁器片 中世

１１４ Ｄ３ａ７ Ｎ－１２°－Ｅ 楕円形 １�５０×１�３５ （１２３） 円筒状 人為
縄文土器片 土師器片
須恵器片

中世

１２９ Ｃ３ｈ９ Ｎ－７９°－Ｗ 不定形 ３�０１×２�８４ １７８ 漏斗状 人為
弥生土器片 土師器片
陶磁器片

中世

―２９８―



� 溝跡

第７３号溝跡（第２６１図・付図）

位置 西部４区中央部のＢ３ｉ９～Ｂ４ｊ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７４号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｂ４ｊ１区から西方向（Ｎ－８７°－Ｗ）に直線的に延びている。東方向は調査区域外に延びてい

るため，全体は不明である。確認できた長さは６�７０ｍで，規模は上幅１�１２ｍ，下幅０�２３～０�３５ｍ，深さ３２～４３

ｍである。底面は皿状で，断面形はＵ字状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。ブロック状に堆積した様相を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片２点（内耳鍋），陶器片１点（碗）が出土している。また，流れ込んだ土師器片

４５点（坏５，甕４０），須恵器片１０点（坏４，甕６），弥生土器片１点，礫１点（煤付着）も出土している。２４６２

は覆土中から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は重複関係及び出土土器から，近世と推測される。

第２６０図 第３６６７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２６１図 第７３号溝跡・出土遺物実測図

第３６６７号土坑出土遺物観察表（第２６０図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５７熈寧元寳 ２�３７ ０�６５ ０�１２ １�９４ｇ １０６８ 銅 篆書 床面 PL９０

―２９９―



第７４号溝跡（第２６２図・付図）

位置 西部４区西部のＢ３ｉ９～Ｂ４ｊ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６３号住居跡を掘り込み，第７３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 Ｂ４ｊ２区から西方向（Ｎ－８７°－Ｗ）に直線的に延びている。東方向は調査区域外に延びてい

るため，全体は不明である。規模は確認できた長さ９�６０ｍで，上幅１�０３ｍ，下幅０�２１ｍ，深さ３８～５０ｍである。

底面は皿状で，断面形はＵ字状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。ブロック状に堆積した様相を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片２点（小皿），陶器片２点（碗）が出土している。また，流れ込んだ弥生土器片

１点，土師器片９０点（坏１，鉢１，甕８８），須恵器片２１点（坏１４，蓋２，甕５）も出土している。２４６３～２４６５・

２４６８は覆土中，２４６６は東側の覆土下層，２４６７は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は重複関係及び出土土器から，近世と推測される。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２６２図 第７４号溝跡・出土遺物実測図

第７３号溝跡出土遺物観察表 （第２６１図）

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 絵付 釉色 釉薬 産地 年代 出土位置 備考

２４６２ 陶器 碗 １０�０ ６�３ ４�６ 緻密 浅黄 － 灰白 灰釉 瀬戸・美濃 １７世紀 覆土中 ６０％ PL７８

―３００―



第７６号溝跡（第２６３・２６４図・付図）

位置 西部４区西部のＢ３ｊ８～Ｃ３ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８４１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｂ３ｊ８区から南方向（Ｎ－２°－Ｗ）に直線的に延びている。北・南部ともに削平されており，

全体は不明である。規模は確認できた長さ４４�００ｍで，規模は上幅８�４０ｍ，下幅７�３４ｍ，深さ２８�である。底

面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がり，断面は逆台形状である。

覆土 ３層に分層される。ブロック状に堆積した様相を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器４点（内耳鍋３，小皿１），陶器片３点（瓶子），磁器片２点が出土している。また

流れ込んだ弥生土器片１０点，土師器片３１０点（坏７２，高台付皿１，高坏２，甕２３３，高台付坏２），須恵器片６２

（坏１７，蓋５，瓶３，甕３５，鉢２），ミニチュア土器１点が出土している。２４７０は中央部東側の底面，２４６９は

覆土中層から出土している。

所見 時期は重複関係及び出土土器から，中世と推測される。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２６３図 第７６号溝跡実測図

第７４号溝跡出土遺物観察表（第２６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４６３ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�２ ６�３ 石英 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中 ４０％

２４６４
土師質
土器

小皿 ５�７ １�６ ４�０ 石英・赤色粒子
・白色粒子

橙 普通 ナデ 底部回転糸切り 覆土中 ７０％ PL７６

２４６５
土師質
土器

小皿 ［６�５］ １�８ ３�６ 石英・雲母・
白色粒子

にぶい
橙

普通 ナデ 底部回転糸切り 覆土中 ５０％

２４６６
土師質
土器

内耳
鍋
［３５�０］（６�７） －

石英・雲母・
白色粒子

にぶい
橙

普通 体部内・外面横ナデ 覆土下層 ５％

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 絵付 釉色 釉薬 産地 年代 出土位置 備考

２４６７ 陶器 碗 － （３�０） ５�２ 緻密 灰白 － 灰白 灰釉 瀬戸・美濃 １７世紀後半 覆土中層 ５０％

２４６８ 陶器 碗 － （２�５） － 長石・石英 にぶい橙 － にぶい黄 灰釉 瀬戸・美濃 １７世紀後半 覆土中 ５％
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第８１号溝跡（第２６５・２６６図）

位置 西部４区中部のＣ３ｈ８～Ｃ５ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９７号住居跡を掘り込み，第７７号溝，第１１０号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 Ｃ３ｈ８区から南方向（Ｎ－９°－Ｅ）に直線的に延びている。南部は調査区域外に延びている

ため，全体は不明である。規模は確認できた長さ２０�００ｍで，規模は上幅３�８０ｍ，下幅２�７６～３�２２ｍ，深さ４８

�である。底面は平坦で壁は緩やかに立ち上がり，断面はＵ字状を呈している。

覆土 ６層に分層される。ブロック状に堆積している様相を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），陶器片１点（鉢），磁器片２点（碗）が出土している。また，縄文土

器片５点，土師器片１１２点（坏２４，高台付皿２，高坏３，鉢１，甕８１，甑１），須恵器片３１点（坏６，蓋２，捏

鉢１，甕２２），灰釉陶器片１点，石製品１点（支脚），鉄滓３点，瓦片１点も出土している。２４７１～２４７４は覆土

中から出土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片など遺物の多くは人為堆積時の混入と考えられる。

所見 時期は重複関係及び出土土器から，中世と推測される。

第２６４図 第７６号溝跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２６５図 第８１号溝跡実測図

第７６号溝跡出土遺物観察表 （第２６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４６９
土師質
土器

内耳
鍋
［３０�０］（１１�２） －

石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口縁部内面指頭による押さえ後横ナデ
体部内面横ナデ

覆土中層 ５％

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 絵付 釉色 釉薬 産地 年代 出土位置 備考

２４７０ 陶器 瓶子 － （４�９）［８�８］ 緻密 浅黄 － 灰白 灰釉 瀬戸・美濃 － 床面 ５％
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第２６６図 第８１号溝跡出土遺物実測図

第８１号溝跡出土遺物観察表（第２６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４７１
土師質
土器

皿 － （３�１）［５�８］ 石英 にぶい
橙

普通
体部内面ロクロナデ後不定方向のナデ 底
部回転糸切り

覆土中 ２０％

２４７２ 須恵器 捏鉢 － （９�６） ８�４ 長石 褐灰 普通
体部外面ロクロナデ（横方向）後縦方向の
ナデ 内面ロクロ目強い

覆土中 ２０％

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 絵付 釉色 釉薬 産地 年代 出土位置 備考

２４７３ 陶器 鉢 ［３０�０］（６�７） － 石英・白色粒子 褐灰 － 赤褐 灰釉 常滑 １４～１５世紀 覆土中 ５％

２４７４ 青磁 碗 ［１６�０］（２�３） － 緻密 灰 － 緑灰 青磁釉 － １３～１４世紀 覆土中 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｔ４ 平瓦 （１０�４）（８�５） ２�８（３８６�０）長石・石英・赤色粒子 凸面平行叩き 凹面布面痕 覆土上層

表１１ 中世以降の溝跡一覧表

番号 位置 主軸方向 形状
規模

断面 底面 覆土 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

７３
Ｂ３ｉ９～
Ｂ４ｉ１

Ｎ－８７°－Ｗ 直線 （６�７０） （１�１２） ０�２３～
０�３５ ３２～４３

Ｕ字
状

皿状 人為
土師器片 須恵器片
土師質土器片 陶器片

中世

７４
Ｂ３ｉ９～
Ｂ４ｉ２

Ｎ－８７°－Ｗ 直線 （９�６０） （１�０３） ０�２１ ３８～５０
Ｕ字
状

皿状 人為
土師器片 須恵器片
土師質土器片

中世

７６
Ｂ３ｊ８～
Ｄ３ｃ８

Ｎ－２°－Ｗ 直線 （４４�００） ８�４０ ７�３４ ２８
逆台
形

平坦 人為
土師器片 須恵器片 土師
質土器片 陶器片 磁器片

中世

８１
Ｃ３ｈ８～
Ｄ３ｃ８

Ｎ－９°－Ｅ 直線 （２０�００） ３�８０ ２�７６～
３�２２ ４８

Ｕ字
状

平坦 人為
縄文土器片 土師器片 須
恵器片 陶器片 磁器片

中世
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� 道路跡

第１号道路跡（第２６７・２６８図）

位置 西部４区東区のＢ２ｃ６～Ｃ２ａ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。南部は平成１５

年度に調査が終了している。

重複関係 第１４１・３４８・３８３号住居跡を掘り込み，第７１号溝跡の覆土上面が硬化したもので構築している。

規模と形状 南北方向（Ｎ－５°－Ｅ）に直線的に延びており，規模は確認された長さ２０�４０ｍで，上幅１�７２～

２�８６ｍである。路面は硬化しており，厚さ２０～２８�である。

覆土 単一層で，硬化層である。

遺物出土状況 縄文土器片１３点，弥生土器片１６点，土師器片２３６点（坏４３，高坏７，鉢１，甕１７４，甑４，不明

７），須恵器片３８点（坏９，高台付坏１，盤１，壺１，甕２５，鉢１），土師質土器５７点（内耳鍋５５点，皿２），

陶器片６点（碗２，鉢４），鉄製品１点（釘），石製品１点（支脚），礫１４５点が出土しているが，周囲からの流

れ込みと考えられる。土器片は細片が多く図示できない。礫の多くは道路構築土の下層から多く出土している

ことから，第７１号溝が埋没しかけている時期に道路として利用するために敷き詰められたのではないかと考え

られる。

所見 平成１５年度調査区分の『茨城県教育財団文化財調査報告』第２４８集において，時期は１５世紀以降の中世

もしくは近世と報告されている。今回の調査区出土の内耳鍋片は細片であるが，既報告の時期を追認できるも

のと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２６７図 第１号道路跡実測図
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５ その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期不明の竪穴住居跡１５軒，掘立柱建物跡１棟，方形竪穴遺構１基，溝跡１０条，井戸跡１７

基，土坑３５８基，土壙墓１基，ピット群５か所が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第３３９号住居跡（第２６９図）

位置 西部３区東部のＡ１ａ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３８・３４０号住居，第３６６６号土坑，第７０号溝に掘り込まれている。

第２６８図 第１号道路跡・出土遺物実測図

第２６９図 第３３９号住居跡実測図

第１号道路跡出土遺物観察表（第２６８図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５８ 釘 （４�５） ０�５ ０�５ （５�３５） 鉄 断面四角形 両端部欠損 覆土中 PL９０
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規模と形状 遺存する床面の範囲から南北軸４�０２ｍ，東西軸３�１２ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定さ

れ，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。

炉 中央部に付設されている。長径３８�，短径３０�の楕円形で，床面を４�ほど掘りくぼめた地床炉である。

炉床は火熱を受けて赤変している。

所見 時期は，出土土器がないため不明である。

第３４１号住居跡（第２７０図）

位置 西部３区東部のＡ２ｅ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第６８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸３�３０ｍ，東西軸１�２８ｍだけが確認され，平面形は方形もしくは長方形と推定される。南北

軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は５�で，緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 単一層であり，層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１３点（坏２，甕１１），須恵器片１点（甕）が覆土中から出土している。いずれも細片

で図示できない。

所見 時期は出土土器が細片で，遺構の様相からも不明である。

炉土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２７０図 第３４１号住居跡実測図
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第３４４号住居跡（第２７１図）

位置 西部３区東部のＡ１ｃ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１６号住居跡を掘り込み，第３３５・３３６・３５９号住居，第３７１９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西コーナー部が調査区域外へ延びており，北壁だけが遺存している。北壁と床面から東西軸４�

００ｍ，南北軸３�２０ｍで，平面形は方形もしくは長方形と推定され，東西軸方向はＮ－８１°－Ｅである。壁高は

５�で，壁は緩やかに立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ２層に分層される。層厚が薄く堆積状況は不明である。第２層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片７点（坏１，甕６）が覆土中から出土しているが，すべて細片で図示できない。また，

流れ込んだ弥生土器片５点も出土している。

所見 時期は出土土器が細片で，遺構の様相からも明確ではないが，重複関係から平安時代以前と考えられる。

第３６７号住居跡（第２７２図）

位置 西部４区西部のＢ３ｉ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５７号住居，第３７３８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 削平のため南北軸４�０９ｍ，東西軸６�３９ｍだけが確認できた。平面形は長方形と推定される。東西

軸方向はＮ－８２°－Ｅである。壁高は２～１０�で，壁は緩やかに立ち上がっている。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

第２７１図 第３４４号住居跡実測図
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床 ほぼ平坦である。

覆土 単一層である。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４３点（坏１０，甕３３）が覆土中から出土しているが，すべて細片で図示できない。また，

流れ込んだ弥生土器片８点，土師器片１点（高台付椀），須恵器片４点（坏１，甕３）も出土している。

所見 時期は，出土土器は細片であるが，重複関係から古墳時代後期以前と考えられる。

第３６８号住居跡（第２７３図）

位置 西部４区西部のＢ３ｊ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６４号住居，第３７３９・３７６８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北壁・東壁の一部及び床面の広がりから，南北軸２�７５ｍ，東西軸２�５０ｍが確認できた。平面形は

方形もしくは長方形と推定され，東西軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は２～１０�で，壁は緩やかに立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 単一層である。層厚が薄く堆積状況は不明である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２７２図 第３６７号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片４４点（坏１０，高台付坏１，甕３３），須恵器片４点（坏１，甕３）が覆土中から出土し

ているが，すべて細片で図示できない。また，流れ込んだ弥生土器片８点も出土している。２４７５が中央部の覆

土上層から出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から平安時代以前と考えられるが，詳細は不明である。

第３９８号住居跡（第２７４図）

位置 西部４区西部のＤ３ｃ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９７号住居跡を掘り込み，第１１０号井戸，第８１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西側は重複，南側は調査区域外へ延びているため，南北軸３�０４ｍ，東西軸１�２６ｍだけが確認され

た。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。

床 ほぼ平坦である。

覆土 単一層である。層厚が薄く堆積状況は不明である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２７３図 第３６８号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３６８号住居跡出土遺物観察表 （第２７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４７５ 土師器 坏 － （２�５） ４�２ 雲母・赤色粒
子

にぶい
橙

普通
体部内・外面ロクロナデ 底部高台貼付け
後ロクロナデ 回転糸切り

覆土上層 ４０％
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遺物出土状況 土師器片３１点（坏６，甕２５）が覆土中から出土しているが，すべて細片で図示できない。また，

流れ込んだ縄文土器片１点，弥生土器片８点，須恵器片４点（坏１，甕３），土師質土器１点（内耳鍋）も出

土している。

所見 時期は出土土器が細片で，重複関係からも不明である。

第４０１号住居跡（第２７５図）

位置 西部４区東部のＣ６ｊ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１４号住居跡を掘り込み，第３８７１・３９０５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外へ延びており，南北軸３�６３ｍ，東西軸２�４３ｍだけが確認できた。平面形は方

形もしくは長方形と推定され，南北軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は４０�で，直立している。

床 ほぼ平坦で黒褐色土の貼床である。中央部が踏み固められている。

ピット 深さ２０�で，性格は不明である。

覆土 ９層に分層される。ロームブロックや焼土粒子が含まれており，人為堆積と考えられる。第９層は貼床

の構築土である。

第２７４図 第３９８号住居跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量

６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量，炭化物微量
８ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック微量
９ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
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遺物出土状況 土師器片１１７点（坏３７，高台付椀１，甕７９）が覆土中から出土している。また，流れ込んだ縄

文土器片１点，須恵器片１０点（坏１，甕９），土師質土器１点（内耳鍋）も出土している。すべて細片で，図

示できない。

所見 時期は，出土土器が細片で，重複関係からも不明である。

第４１４号住居跡（第２７６図）

位置 西部４区東部のＣ６ｊ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４０１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外へ延びており，南西壁３�８２ｍ，南東壁１�９２ｍだけが確認された。平面形は方

形もしくは長方形と推定され，長軸方向はＮ－４３°－Ｅである。壁高は２５～２６�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が，確認された範囲で全周している。

覆土 ９層に分層される。ブロック状の堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３４点（坏９，甕２５）が覆土中から出土しているが，すべて細片で図示できない。また，

流れ込んだ縄文土器片７点，須恵器片１点（甕）も出土している。

所見 時期は，出土土器が細片で，重複関係からも不明である。

第２７５図 第４０１号住居跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック微量

６ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ローム粒子中量
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第４１６号住居跡（第２７７図）

位置 西部４区東部のＤ４ｃ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１７号住居跡を掘り込み，第４１９号住居，第７９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部及び北部が調査区域外へ延びており，西部は第７９号溝に掘り込まれているため，南北軸５�９０

ｍ，東西軸０�９２ｍだけが確認できた。平面形は方形もしくは長方形と推定され，南北軸方向はＮ－８°－Ｅで

ある。壁高は３２�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。

ピット 深さ２０�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分層される。ブロック状の堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏１，甕９）が覆土中から出土しているが，すべて細片で図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片であり，重複関係からも不明である。

第２７６図 第４１４号住居跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
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第４１７号住居跡（第２７８図）

位置 西部４区東部のＤ４ｄ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１６号住居，第７９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 ほとんどが削平され西コーナー部のみが確認された。南北軸１�４０ｍ，東西軸１�２４ｍだけが確認で

きた。平面形は方形もしくは長方形と推定され，南北軸方向はＮ－４１°－Ｗである。壁高は１６�で，緩やかに

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分層される。ブロック状の堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４点（坏３，甕１），須恵器片１点（坏）が覆土中から出土している。２４７６～２４７８は

西コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器及び重複関係から５世紀後葉以降であると考えられるが，詳細は不明である。

第２７７図 第４１６号住居跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第４１９号住居跡（第２７９図）

位置 西部４区東部のＤ４ｂ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１６号住居跡を掘り込み，第７９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東向きの竈が確認されただけで，規模や形状は不明である。

床 ほぼ平坦である。

竈 ４層に分層される。ブロック状の堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３４点（坏１４，小皿１，甕１９），須恵器片２点（坏，甕）が出土している。２４８０は右袖

部内から，２４７９は竈右袖南側の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から平安時代と考えられるが，詳細は不明である。

第２７８図 第４１７号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第４１７号住居跡出土遺物観察表（第２７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４７６ 土師器 坏 ［１５�０］（４�７） －
石英・雲母・
白色粒子

赤褐 普通
口縁部内・外面横ナデ 内面横ナデ後横方
向のヘラ磨き 体部内面ヘラ磨き

覆土下層 ５％

２４７７ 土師器 坏 ［１６�０］（４�７） － 石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内面ヘラ磨き 外面ヘラ削り 覆土下層 ５％

２４７８ 土師器 甕 ［１６�０］（３�１） －
石英・長石・
雲母

橙 普通
口縁部内面横ナデ後ナデ 外面横ナデ 頸
部内面ヘラナデ

覆土下層 ５％
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第４２０号住居跡（第２８０図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ５区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９０９・３９１０・３９２７～３９２９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外へ延びており，東西軸２�４０ｍ，南北軸１�５６ｍだけが確認できた。平面形は方

形もしくは長方形と推定され，南北軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は２５～２６�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦である。

ピット 深さ２８�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層される。ブロック状の堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

第２７９図 第４１９号住居跡・出土遺物実測図

第４１９号住居跡出土遺物観察表 （第２７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４７９ 土師器 坏 ［１３�５］（４�６） －
石英・雲母・
赤色粒子

にぶい
黄褐

普通 内面ヘラ磨き 床面 １０％

２４８０ 土師器 甕 ［２１�７］（３�７） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 竈右袖 ５％
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所見 時期は，出土土器が細片で，重複関係からも不明である。

第４２１号住居跡（第２８１図）

位置 西部４区東部のＣ５ｈ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９３９～３９４６・３９４８～３９５３・３９５５・３９５７～３９６０号土坑，第３４号ピット群に掘り込まれている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２８０図 第４２０号住居跡実測図

第２８１図 第４２１号住居跡実測図

―３１６―



規模と形状 ほぼ硬化面が露出した形で確認され，周辺部にかけて薄くなっていく覆土が確認された。その範

囲から長軸４�４０ｍ，短軸４�１０ｍのほぼ方形と推定され，主軸方向はＮ－１２°－Ｅである。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 ５層に分層される。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏１６，甕３０），須恵器片１点（甕）が覆土中から出土しているが，すべて細

片で図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片で，重複関係からも不明である。

第４２５号住居跡（第２８２図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｊ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 床面がほぼ露出した状態で確認され，周辺部にかけて薄くなっていく覆土が堆積していた。床面

の範囲から南北軸２�０５ｍ，東西軸２�３６ｍで，平面形は長方形と推定され，主軸方向はＮ－１７０°－Ｅである。

床 ほぼ平坦である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第２８２図 第４２５号住居跡実測図
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竈 南壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，粘土と火床面の範囲が確認されただけである。粘土の範

囲は袖部と考えられ幅２０�，長さ３２�である。その下には，炭化物が堆積していた。火床面の形状は長径４６�，

短径３８�の楕円形で，赤変した部分は確認されなかった。

覆土 単一層で，層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片６５点（坏１２，甕５３），須恵器片５点（坏４，甕１）が覆土中から出土しているが，す

べて細片で図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片のため判断は困難である。遺構の様相から平安時代以降であるが，詳細は不明

である。

第４２６号住居跡（第２８３図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｊ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８２５号土坑，第１１３号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 床面が露出した状態で確認された。床面の範囲と主柱穴から南北軸３�３０ｍ，東西軸３�０６ｍの方形

と推定され，主軸方向はＮ－９４°－Ｅである。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～３６�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

床 ほぼ平坦で，主柱穴に囲まれた範囲が踏み固められている。

遺物出土状況 土師器片２点（甕）が覆土中から出土しているが，すべて細片で図示できない。

所見 時期は，出土土器が細片で，重複関係からも不明である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・白色粒子少量
３ 暗 褐 色 白色粒子多量，炭化物少量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第２８３図 第４２６号住居跡実測図
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� 掘立柱建物跡

第３４号掘立柱建物跡（第２８４図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｄ２区に位置し，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６５・３８７号住居跡を掘り込んでいる。

第２８４図 第３４号掘立柱建物跡

表１２ その他の住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）壁溝 主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

３３９ Ａ１ａ０ Ｎ－１８°－Ｅ ［方形・
長方形］（４�０２）×（３�１２） － － － － － － 炉 － －

３４１ Ａ２ｅ３ Ｎ－９°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�３０×（１�２８） ５ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 須恵

器片

３４４ Ａ１ｃ７ Ｎ－８１°－Ｅ［長方形］（４�００）×（３�２０） ５ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 平安時代以前

３６７ Ｂ３ｉ５ Ｎ－８２°－Ｅ［長方形］（６�３９）×４�０９ ２～１０ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 古墳時代後期以前

３６８ Ｂ３ｊ８ Ｎ－２０°－Ｗ ［方形・
長方形］ ［２�７５×２�５０］ ２～１０ 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 須恵

器片 平安時代以前

３９８ Ｄ３ｃ８ Ｎ－１３°－Ｅ ［方形・
長方形］（３�０４）×（１�２６） 不明 平坦 － － － － － － 不明 土師器片

４０１ Ｃ６ｊ２ Ｎ－５°－Ｅ ［方形・
長方形］ ３�６３×（２�４３） ４０ 平坦 － － － １ － － 人為 土師器片

４１４ Ｃ６ｊ２ Ｎ－４３°－Ｅ ［方形・
長方形］ ３�８２×（１�９２）２５～２６ 平坦［周回］ － － － － － 人為 土師器片

４１６ Ｄ４ｃ０ Ｎ－８°－Ｅ ［方形・
長方形］（５�９０）×（０�９２） ３２ 平坦 － － － １ － － 人為 土師器片

４１７ Ｄ４ｄ０ Ｎ－４１°－Ｗ ［方形・
長方形］（１�４０）×（１�２４） １６ 平坦 － － － － － － 人為 土師器片 須恵

器片 ５世紀後葉以降

４１９ Ｄ４ｂ０ － － － － 平坦 － － － － 竈 － 人為 土師器片 須恵
器片 平安時代

４２０ Ｃ５ｇ５ Ｎ－２°－Ｗ ［方形・
長方形］（２�４０）×（１�５６）２５～２６ 平坦 － － － １ － － 人為 土師器片

４２１ Ｃ５ｈ６ Ｎ－１２°－Ｅ ［方形］ ［４�４０×４�１０］ 不明 平坦 － － － － － － 不明 土師器片 須恵
器片

４２５ Ｃ４ｊ３Ｎ－１７０°－Ｅ［長方形］［２�３６×２�０５］ 不明 平坦 － － － － 竈 － 不明 土師器片 須恵
器片 平安時代以降

４２６ Ｃ３ｊ７ Ｎ－９４°－Ｅ ［方形］ ［３�３０×３�０６］ 不明 平坦 － ４ － － － － 不明 土師器片
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規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物跡である。桁行方向をＮ－５２°－Ｅとする東西棟である。桁行は

６�０ｍ（２０尺），梁行は２�４ｍ（８尺）で，面積は１４�４�ほどと推定される。柱間寸法は，桁行１�８ｍ（６尺）と

２�４ｍ（８尺），梁行２�４ｍ（８尺）である。

柱穴 ６か所。長径１７～４５�，短径１７～３８�の円形及び楕円形で，深さは８～４７�である。柱痕跡や柱抜き取

り痕は確認されなかった。土層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片８点（坏１，甕７），須恵器片１点（甕）が出土している。すべて流れ込んだ細片で

ある。

所見 時期は，重複関係及び柱穴の規模や配列などから中世もしくは近世と推測されるが，詳細は不明である。

� 方形竪穴遺構

第４９号方形竪穴遺構（SK３９０６）（第２８５図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１８号住居跡，第１０４号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５０ｍ，短軸２�１２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－９°－Ｅである。深さは３４�で，壁はほぼ

垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各コーナー部を除いて踏み固められている。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５２�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３・Ｐ４は深さ３２�・２０

�で，性格は不明である。

覆土 ９層に分層される。ロームブロックを含んだ不規則な堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第２８５図 第４９号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片４１点（坏５，甕３６），須恵器片３点（高台付坏）が出土している。

所見 炉や竈が確認できないため，一般の住居とは異なる様相を持ち，性格は不明である。時期は，遺構に伴

う出土土器がなく不明である。

� 井戸跡

第９３号井戸跡（第２８６図）

位置 西部３区西部のＡ１ｊ５区で，標高４７ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 径１�０９ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さは１３２�までしか確認でき

なかった。

覆土 ５層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片２点，土師器片１５点（坏４，甕１１），中礫１点が出土している。細片で，破断面が

摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第９４号井戸跡（第２８７図）

位置 西部３区西部のＡ１ｆ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６２０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 径１�０１ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さは１０８�までしか確認でき

なかった。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化物微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量
２ 黒 褐 色 鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
３ 黒 色 鹿沼パミスブロック少量

４ 黒 色 鹿沼パミス少量
５ 黒 色 鹿沼パミス中量

第２８６図 第９３号井戸跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 鹿沼パミス粒子中量，ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子微量

３ 暗 褐 色 鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
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遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片２点（甕）が出土している。細片で，破断面が摩滅していることか

ら，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係にある土坑の時期が不明で，出土土器も細片のため不明である。

第９６号井戸跡（第２８８図）

位置 西部４区西部のＢ２ｇ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 径１�４５ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれている。湧水のため深さ１５７�までしか確認できな

かった。

覆土 ４層に分層される。周囲から土砂が堆積した様相から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６７点（坏２８，甕３９），須恵器片１０点（坏７，甕３）が出土している。細片であり，破

断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第９９号井戸跡（第２８９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ａ４区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７８１号土坑に掘り込まれている。

第２８７図 第９４号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２８８図 第９６号井戸跡実測図
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規模と形状 径１�７０ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さ１１８�までしか確認できな

かった。

覆土 ３層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片３８点（坏９，高坏１，甕２８），須恵器片７点（坏），鉄製品７点（不

明），巨礫５点，大礫１８点，中礫４点が出土している。土器は細片で，破断面が摩滅していることから，流れ

込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係にある土坑の時期が不明で，出土土器も細片であるため不明である。

第１００号井戸跡（第２９０図）

位置 西部４区東部のＣ５ｊ９区で，標高５０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�４０ｍ，短径１�１５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８０°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ８４�までしか確認できなかった。

覆土 ６層に分層される。周囲から土砂が堆積した様相から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３０点（坏４，甕２６），須恵器片３点（坏，瓶，甕）が出土している。細片であり，破

断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２８９図 第９９号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第２９０図 第１００号井戸跡実測図
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第１０７号井戸跡（第２９１・２９２図）

位置 西部４区東部のＣ５ｅ１区で，標高４９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 西部が調査区域外へ延びているため，南北径４�６９ｍ，東西径２�５７ｍだけが確認された。平面形は

不整楕円形と推定され，漏斗状に深さ１０４�まで掘り込まれており，それ以下は円筒状に掘り込まれている。

湧水のため深さ１９６�までしか確認できなかった。

覆土 ２０層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，鹿沼パミス微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量

１１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック中量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量
１５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
１６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量

第２９１図 第１０７号井戸跡実測図
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遺物出土状況 縄文土器片２点，弥生土器片１点，土師器片７３５点（坏１８０，甕５５５），須恵器片５２点（坏１９，高

台付坏５，蓋６，壺７，甕１５），陶器片１点（碗），石製品１点（双孔円板），鉄製品２点（鉄滓，不明）が覆

土中から出土している。土器片には時期差があることや細片で破断面が摩滅している土器が多いことから流れ

込んだものと考えられる。２４８１は北部の覆土上層，Ｑ２４７は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，重複関係がなく，時期差のある土器が混在して出土しているため不明である。

第１０９号井戸跡（第２９３図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｇ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�０５ｍ，短径０�９０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５０°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ１１７�までしか確認できなかった。

覆土 湧水や崩落のため不明確であるが，ロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆積

と推測される。

遺物出土状況 土師器片４点（坏３，甕１），須恵器片１点（甕）が出土している。細片で，破断面が摩滅し

ていることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第２９２図 第１０７号井戸跡出土遺物実測図

第２９３図 第１０９号井戸跡実測図

第１０７号井戸跡出土遺物観察表（第２９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４８１ 土師器 坏 ［１５�６］ ４�６ － 雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土上層 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４７双孔円板 ２�３１ ２�３５ ０�３５ ３�１８ 滑石 両面研磨 孔径０�１４� 覆土中 PL８９
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第１１１号井戸跡（第２９４図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｈ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径３�４９ｍ，短径２�５２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－０°である。漏斗状に深さ４９�まで掘り込

まれ，それ以下は円筒状に掘り込まれており，深さ１１２�である。

覆土 １４層に分層される。ロームブロックや焼土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片３点，土師器片９６点（坏３０，甕６６），須恵器片４点（坏３，甕１），陶器片１点が出

土している。細片であり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第１１２号井戸跡（第２９５図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｉ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７７号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�５０ｍの円形で，漏斗状に深さ４８�まで掘り込まれ，それ以下は円筒状に掘り込まれており，

深さ１３２�である。

覆土 ４層に分層される。ロームブロックや焼土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

８ 褐 色 ローム粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第２９４図 第１１１号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
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遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片４３点（坏８，高台坏椀２，甕３３），須恵器片１３点（坏５，甕８），陶

器片１点（甕）が，出土している。細片であり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられ

る。

所見 時期は，重複関係にある溝跡の時期が不明で，出土土器も細片であるため不明である。

第１１５号井戸跡（第２９６図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｉ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�１９ｍ，短径１�０５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－９０°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，深さ１３０�である。

覆土 湧水や崩落のため不明確であるが，ロームブロックや鹿沼パミスを含むことから，人為堆積と推定され

る。

遺物出土状況 土師器片８点（坏２，甕６），須恵器片１点（坏）が出土している。細片であり，破断面が摩

滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第２９５図 第１１２号井戸跡実測図

第２９６図 第１１５号井戸跡実測図
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第１１６号井戸跡（第２９７図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｊ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 径１�０３ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，深さ１４４�である。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２点（甕），須恵器片５点（坏２，蓋１，甕２）が出土している。細片であり，破断

面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第１１７号井戸跡（第２９８図）

位置 西部４区中央部のＤ４ａ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�７７ｍ，短径１�５３ｍの楕円形で，長径方向はＮ－９０°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ８８�までしか確認できなかった。

覆土 ６層に分層される。ローム粒子や粘土ブロックを不規則に含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２９７図 第１１６号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
６ 黄 褐 色 ローム粒子微量

第２９８図 第１１７号井戸跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１２点（坏５，甕７），須恵器片１点（甕）が出土している。細片であり，破断面が摩

滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

第１１８号井戸跡（第２９９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｊ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７７号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�２１ｍ，短径１�０５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－０°である。深さ１１８�までは，ほぼ漏斗状

で，それ以下は円筒状に掘り込まれており，深さ１７４�である。

覆土 ４層に分層される。湧水や崩落のため４層以下の記録が困難であった。ロームブロックや鹿沼パミスを

多く含むことから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏６，甕６），須恵器片１１点（坏１，高台付坏１，蓋１，甕８）が出土してい

る。ほとんどが細片であり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。２４８２は覆土中か

ら出土している。

所見 時期は，重複関係にある溝跡の時期が不明で，出土土器も細片であるため不明である。

第１１９号井戸跡（第３００図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｅ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８７号住居跡，第３８００号土坑を掘り込んでいる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子多量

３ 暗 褐 色 鹿沼パミスブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第２９９図 第１１８号井戸跡・出土遺物実測図

第１１８号井戸跡出土遺物観察表（第２９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４８２ 須恵器 蓋 － （２�４） － 石英・長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％
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規模と形状 長径２�００ｍ，短径１�１８ｍの不定形で，長径方向はＮ－３６°－Ｗである。ほぼ円筒状に深さ１２８�ま

で掘り込まれ，それ以下は，漏斗状に掘り込まれており，湧水のため，深さは１６４�までしか確認できなかった。

覆土 ３層に分層される。焼土ブロックや灰を含む層が確認されていることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 須恵器片２点（高台付坏）が出土している。細片であり，破断面が摩滅していることから，流

れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器が細片であるため不明である。

第１２３号井戸跡（第３０１図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｂ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 径１�５４ｍの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれており，湧水のため深さは９０�までしか確認できな

かった。

覆土 ８層に分層される。ロームブロックや焼土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器がないため不明である。

土層解説
１ 黒 色 焼土ブロック・灰多量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量

３ 黒 褐 色 ローム粒子多量

第３００図 第１１９号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子中量

第３０１図 第１２３号井戸跡実測図
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第１２８号井戸跡（SK３７２６）（第３０２図）

位置 西部４区中央部のＤ３ｊ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６４・３７２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�３０ｍ，短径１�９６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５４°－Ｅである。漏斗状に掘り込まれてお

り，湧水のため深さ１２８�までしか確認できなかった。

覆土 ８層に分層される。ロームブロックや焼土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片２９点（坏１２，甕１７），須恵器片１点（甕）が出土している。細片で

あり，破断面が摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。２４８３は覆土上層から出土している。

所見 時期は，重複関係から平安時代以降と考えられるが，詳細は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第３０２図 第１２８号井戸跡・出土遺物実測図

第１２８号井戸跡出土遺物観察表（第３０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４８３ 土師器 坏 ［１６�５］（６�６） － 石英・赤色粒子 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土上層 ５０％ PL７５
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第１３０号井戸跡（第３０３図）

位置 西部３区西部のＢ１ｂ５区で，標高４７ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�２５ｍ，短径０�９５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２３°－Ｅである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，湧水のため深さ１６１�までしか確認できなかった。

覆土 ４層に分層される。粘土ブロックや焼土粒子を不規則に含み，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７点（甕），鉄製品１点（不明）が出土している。細片であり，破断面が摩滅してい

ることから，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係がなく出土土器も細片であるため不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土粒子微量

第３０３図 第１３０号井戸跡実測図

表１３ その他の時代の井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

断面形 覆土 出土遺物 備考
長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

９３ Ａ１ｊ５ Ｎ－０° 円形 １�０９×１�０３ （１３２） 円筒状 人為 弥生土器片 土師器片

９４ Ａ１ｆ５ Ｎ－０° 円形 １�０１×［１�００］ （１０８） 円筒状 人為 弥生土器片 土師器片

９６ Ｂ２ｇ０ Ｎ－０° 円形 １�４５×１�４０ （１５７） 円筒状 自然 土師器片 須恵器片

９９ Ｃ４ａ４ Ｎ－０° 円形 １�７０×１�６４ （１１８） 円筒状 人為 土師器片 須恵器片 鉄製品

１００ Ｃ５ｊ９ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 １�４０×１�１５ （８４） 円筒状 自然 土師器片 須恵器片

１０７ Ｃ５ｅ１ － ［楕円形］ ４�６９×（２�５７） （１９６） 漏斗状 人為
縄文土器片 弥生土器片 土師
器片 須恵器片 陶器片

１０９ Ｃ３ｇ８ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 １�０５×０�９０ （１１７） 円筒状 人為 土師器片 須恵器片

１１１ Ｃ３ｈ８ Ｎ－０° 楕円形 ３�４９×２�５２ １１２ 円筒状 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片 陶器片

１１２ Ｃ４ｉ２ Ｎ－０° 円形 １�５０×１�４２ １３２ 漏斗状 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片 陶器片

１１５ Ｃ３ｉ８ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�１９×１�０５ １３０ 円筒状 人為 土師器片 須恵器片

１１６ Ｃ３ｊ８ Ｎ－０° 円形 １�０３×０�９５ １４４ 円筒状 人為 土師器片 須恵器片

１１７ Ｄ４ａ３ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�７７×１�５３ （８８） 円筒状 人為 土師器片 須恵器片

１１８ Ｃ４ｊ２ Ｎ－０° 楕円形 １�２１×１�０５ １７４ 漏斗状 人為 土師器片 須恵器片

１１９ Ｃ４ｅ４ Ｎ－３６°－Ｗ 不定形 ２�００×１�１８ （１６４） 漏斗状 人為 須恵器片

１２３ Ｃ３ｂ９ Ｎ－０° 円形 １�５４×１�４２ （９０） 円筒状 人為

１２８ Ｄ３ｊ８ Ｎ－５４°－Ｅ 楕円形 ２�３０×１�９６ （１２８） 漏斗状 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

１３０ Ｂ１ｂ５ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 １�２５×０�９５ （１６１） 円筒状 人為 土師器片 鉄製品
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� 土壙墓

第２１号土壙墓（SK３６１０）（第３０４図）

位置 西部３区西部のＡ１ｅ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�２０ｍ，短軸０�７３ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１８°－Ｅである。深さは３０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ローム粒子が含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片１０点（坏３，甕７）が出土しており，埋め戻しの際の混入と考えら

れる。底面から頭蓋骨，上肢骨，大臼歯２本が出土している。

所見 時期は，出土土器が細片であるため，不明である。

� 土坑

時期不明の土坑が３５８基確認されている。以下，６基の土坑について記載し，それ以外の土坑について

は，実測図と土層解説を記載する。

第３６６１号土坑（第３０５図）

位置 西部３区東部のＺ２ｊ４区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 東側半分が調査区域外へ延びているため，長径１�０６ｍ，短径０�４７ｍだけが確認され，平面形は円

形もしくは楕円形と推定され，長径方向はＮ－０°である。深さは４３�で，底面は平坦であり，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。ロームブロックが含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５点（甕）が出土している。Ｍ１５９は覆土中から出土している。

所見 時期は，古墳時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子少量

第３０４図 第２１号土壙墓実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

―３３３―



第３６９４号土坑（第３０６図）

位置 西部３区西部のＡ１ｃ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３４号住居跡を掘り込み，第３６９３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�３４ｍ，短軸０�８８ｍの長方形と推定され，長軸方向はＮ－９０°－Ｅである。深さは１８�で，

底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層である。ロームブロックが多量に含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１４点（甕），石器１点（砥石）が出土している。また，流れ込んだ弥生土器片５点も

出土している。Ｑ２４８は覆土中から出土している。

所見 時期は，古墳時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

第３０５図 第３６６１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第３０６図 第３６９４号土坑・出土遺物実測図

第３６６１号土坑出土遺物観察表（第３０５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５９ 釘 （５�４） ０�９ ０�５～０�７（１０�６） 鉄 断面方形 両端部欠損 覆土中 PL９０

第３６９４号土坑出土遺物観察表（第３０６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４８ 砥石 （８�３） ３�３ １�８ （６６�３） 凝灰岩 砥面４面 覆土中

―３３４―



第３７１２号土坑（第３０７図）

位置 西部４区西部のＢ３ｉ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�５０ｍ，短径１�３１ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－３６°－Ｗである。深さは３４�で，底面

は平坦であり，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ６層に分層される。ロームブロックが含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片１０点（甕），須恵器片１点（甕）が出土しており，埋め戻しの際の

混入と考えられる。覆土上層から馬骨・馬歯が出土している。

所見 時期は，奈良時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

第３７１３号土坑（第３０８図）

位置 西部４区西部のＢ３ｈ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５４・３６９号住居跡を掘り込んでいる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３０７図 第３７１２号土坑実測図

第３０８図 第３７１３号土坑・出土遺物実測図

―３３５―



規模と形状 長軸２�１０ｍ，短軸１�１３ｍだけ確認された隅丸長方形で，長軸方向はＮ－３３°－Ｗである。深さは

４０�で底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況 土師器片１７点（坏）が出土している。また流れ込んだ弥生土器１点も出土している。２４８４は覆

土中層から出土している。

所見 時期は，古墳時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

第３７３６号土坑（第３０９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｂ１区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸１�３６ｍ，短軸１�３１ｍの方形で，長軸方向はＮ－１０°－Ｅである。深さは６５�で，底面は平坦

であり，壁は直立している。

遺物出土状況 土師器片３３点（坏３，甕３０），土師質土器１点（皿）が出土している。また流れ込んだ陶器片

１点も出土している。２４８５は覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から中世以降と考えられるが，詳細は不明である。

第３０９図 第３７３６号土坑・出土遺物実測図

第３７１３号土坑出土遺物観察表（第３０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４８４ 土師器 坏 ［１３�０］ ５�０ ８�４ 石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
口縁部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ
後ヘラ磨き 底部外面ヘラ削り後ナデ

覆土中層 ６０％ PL７４

―３３６―



第３７３８号土坑（第３１０図）

位置 西部４区西部のＢ３ｊ５区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５７・３６７号住居跡を掘り込み，第３７４８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�３４ｍ，短軸１�１０ｍの不整長方形で，長軸方向はＮ－７７°－Ｗである。深さは４４～５０�で，

底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ロームブロックが多量に含まれており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６点（坏３，甕３）が出土している。また，覆土下層から馬歯が出土している。

所見 時期は，出土土器が細片であり，不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３１０図 第３７３８号土坑実測図

第３１１図 その他の土坑実測図�

第３７３６号土坑出土遺物観察表（第３０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４８５ 土師質土器 皿 １２�０ ３�５ ５�１ 石英・赤色粒子 灰黄褐 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中層 ６０％

―３３７―



第３１２図 その他の土坑実測図�

―３３８―



第３１３図 その他の土坑実測図�

―３３９―



第３１４図 その他の土坑実測図�

―３４０―



第３１５図 その他の土坑実測図�

―３４１―



第３１６図 その他の土坑実測図�

―３４２―



第３１７図 その他の土坑実測図�

―３４３―



第３１８図 その他の土坑実測図�

―３４４―



第３１９図 その他の土坑実測図�

―３４５―



第３２０図 その他の土坑実測図�

―３４６―



第３２１図 その他の土坑実測図�

―３４７―



第３２２図 その他の土坑実測図�

―３４８―



第３２３図 その他の土坑実測図�

―３４９―



第３２４図 その他の土坑実測図�

―３５０―



第３２５図 その他の土坑実測図�

―３５１―



第３２６図 その他の土坑実測図�

―３５２―



第３２７図 その他の土坑実測図�

―３５３―



第３２８図 その他の土坑実測図�

―３５４―



第３２９図 その他の土坑実測図�

―３５５―



第３３０図 その他の土坑実測図�

―３５６―



第３３１図 その他の土坑実測図�

―３５７―



第３３２図 その他の土坑実測図�

―３５８―



第３３３図 その他の土坑実測図�

―３５９―



第３３４図 その他の土坑実測図�

―３６０―



第３３５図 その他の土坑実測図�

―３６１―



第３３６図 その他の土坑実測図�

―３６２―



第３３７図 その他の土坑実測図�

―３６３―



第３３８図 その他の土坑実測図�

―３６４―



第３３９図 その他の土坑実測図�

―３６５―



第３４０図 その他の土坑実測図�

―３６６―



第３４１図 その他の土坑実測図�

―３６７―



第３４２図 その他の土坑実測図�

―３６８―



第３４３図 その他の土坑実測図�

―３６９―



第３４４図 その他の土坑実測図�

―３７０―



第３５８６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３５８７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第３５８８号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック多量

第３５８９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３５９０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３５９１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３５９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３５９３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第３５９４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３５９５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３５９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３５９７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３５９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３５９９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６００号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６０１号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ローム粒子微量
２ にぶい褐色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第３６０２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６０３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３６０４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６０５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６０６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３６０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６０８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３６０９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子少量

第３６１１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第３６１２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６１３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６１４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６１５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６１６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６１８号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６２２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

―３７１―



第３６２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第３６２４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３６２５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３６２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３６２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３６２８号土坑土層解説
１ 黒 色 ローム粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３６２９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６３０号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６３１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６３２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６３３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第３６３４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６３５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・鹿沼パミス粒子微量

第３６３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３６３７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第３６３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３６３９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第３６４０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第３６４２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３６４３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第３６４４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第３６４５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６４６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，白色粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第３６４７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第３６４８号Ａ土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック多量

第３６４８号Ｂ土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ロームブロック多量

第３６４９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６５０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６５１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３６５２号土坑土層解説
１ 黒 色 ローム粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子少量
３ 黒 色 ロームブロック微量
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第３６５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３６５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３６５７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６５８号土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子微量
３ 黒 色 ロームブロック少量
４ 黒 色 ロームブロック微量

第３６６０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３６６１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３６６２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３６６３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６６４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６６５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第３６６６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子少量

第３６６９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量

第３６７０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６７１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量

第３６７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３６７５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第３６７６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子少量

第３６７７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３６７８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３６７９号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３６８０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６８１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３６８３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量

第３６８４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３６８５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６８６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３６８７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６８８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第３６８９号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
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第３６９０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第３６９１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

第３６９２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第３６９３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６９４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第３６９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３６９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３６９９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７００号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７０３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３７０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３７０５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂粒微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第３７０６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・白色粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第３７０８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７０９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３７１０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７１１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７１４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第３７１５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３７１６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・白色粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，白色粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・白色粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７１７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，白色粒子微量

第３７１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化ブロック・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７１９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第３７２０号土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３７２１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７２２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量

第３７２４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３７２５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３７２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第３７２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７２９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７３０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７３１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７３２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３７３３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７３４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第３７３５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック微量

第３７３７号土坑土層解説
１ 黒 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３７３９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子微量

第３７４０号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７４１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３７４２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量

第３７４３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７４４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７４５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７４６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 黒 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３７４７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７４８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７４９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第３７５０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第３７５１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３７５２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３７５３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３７５４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第３７５５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第３７５６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７５７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７５８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３７５９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７６０号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第３７６１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３７６２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３７６３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３７６４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３７６６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３７６７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７６８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３７６９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３７７０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３７７１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量

第３７７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第３７７４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３７７７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第３７７８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３７７９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３７８１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７８２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３７８３号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３７８４号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７８５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第３７８６号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７８７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７８８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第３７９０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３７９１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３７９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３７９３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７９４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子少量
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第３７９５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３７９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３７９７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量

第３７９８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３７９９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３８００号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，白色粒子微量

第３８０１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第３８０２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３８０３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８０６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３８０８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３８１０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック多量

第３８１１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・鹿沼パミス粒子中量

第３８１３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第３８１４Ａ号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第３８１４Ｂ号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３８１４Ｃ号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３８１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３８１６Ａ号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量

第３８１６Ｂ号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック多量

第３８１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第３８１８号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３８１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３８２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第３８２１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３８２４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 黒 色 炭化物・ローム粒子中量，焼土粒子少量

第３８２５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３８２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３８２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３８２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３８２９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・ローム粒子微量
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第３８３０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３８３１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３８３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子微量

第３８３３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・ローム粒子微量

第３８３４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量

第３８３５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３８３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３８３７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３８３９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８４０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第３８４１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８４２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３８４３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３８５１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３８５２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ にぶい褐色 ロームブロック少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第３８５３号土坑土層解説
１ にぶい橙色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ にぶい褐色 ローム粒子少量
５ にぶい褐色 ロームブロック少量

第３８５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３８５６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８５７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック中量

第３８５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子微量
４ にぶい褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３８５９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３８６０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３８６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８６２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３８６３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８６４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
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第３８６５号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３８６６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ にぶい褐色 ローム粒子少量
３ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第３８６７号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ にぶい褐色 ロームブロック微量

第３８６８号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第３８６９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

第３８７０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ にぶい褐色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３８７１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３８７２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第３８７３Ａ号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３８７３Ｂ号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８７４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３８７５号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ にぶい褐色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 明 褐 色 ロームブロック少量
６ 明 褐 色 ロームブロック中量

第３８７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ にぶい褐色 ロームブロック中量
４ 灰 褐 色 ロームブロック中量

第３８７８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 明 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物・砂質粘

土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３８７９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 明 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物・砂質粘

土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第３８８０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック微量

第３８８１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック微量

第３８８２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３８８３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８８４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８８５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第３８８６号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８８７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３８８８号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３８８９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８９０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８９１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
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第３８９２号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３８９４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

第３８９５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３８９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３８９７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３８９８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３８９９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３９００号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３９０１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３９０２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第３９０３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３９０４Ａ号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３９０４Ｂ号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第３９０５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３９０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３９０８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３９０９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第３９１０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３９１１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３９１２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３９１４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３９１５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３９１６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３９１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３９２０Ａ号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３９２０Ｂ号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３９２１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３９２２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３９２３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３９２４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第３９２５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
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第３９２６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第３９２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３９２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第３９２９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３９３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第３９３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３９３２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３９３３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第３９３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３９３７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３９３８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ にぶい褐色 ロームブロック微量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量

第３９３９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量

第３９４０号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量
２ にぶい褐色 ロームブロック微量

第３９４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３９４２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ にぶい褐色 ロームブロック中量

第３９４３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
３ にぶい褐色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３９４４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３９４５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３９４６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第３９４７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３９４８号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック少量

第３９４９号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック中量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量
３ にぶい褐色 ローム粒子中量

第３９５０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３９５２号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量

第３９５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ にぶい褐色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３９５４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子微量

第３９５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第３９５６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第３９５７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３９５８号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子多量

第３９５９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３９６０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３９６８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

第３９６９号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第３９７０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３９７１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 明 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子微量

第３９７２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３９７３号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３９７４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３９７５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量

表１４ その他の土坑一覧表

番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３５８６ Ａ１ｅ４ Ｎ－１４°－Ｗ 楕円形 ０�８５ × ０�７３ １５ 緩斜 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３５８７ Ａ１ｈ６ Ｎ－１０°－Ｅ ［楕円形］ １�６０ ×（１�１４） ３３ 外傾 平坦 人為

３５８８ Ａ１ｈ６ Ｎ－０° ［楕円形］（０�８１）× ０�８０ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３５８９ Ａ１ｈ６ Ｎ－１８°－Ｗ 円形 １�１６ × １�０８ １７ 外傾・緩斜 平坦 自然 土師器片

３５９０ Ａ１ｉ６ Ｎ－１０°－Ｗ ［楕円形］ ０�９６ ×（０�６５） １３ 外傾 平坦 自然 土師器片 須恵器片

３５９１ Ａ１ｉ６ Ｎ－８６°－Ｗ 楕円形 １�２４ × １�０３ １８ 外傾 平坦 自然

３５９２ Ａ１ｈ５ Ｎ－７６°－Ｗ 楕円形 １�１６ × ０�９４ １７ 緩斜 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３５９３ Ａ１ｉ５ Ｎ－０° ［円形］ ［１�２２］× １�２２ ４０ 垂直 平坦 人為 土師器片

３５９４ Ａ１ｉ４ Ｎ－４９°－Ｗ 楕円形 １�１７ × １�０１ ２９ 外傾 皿状 人為 土師器片

３５９５ Ａ１ｉ５ Ｎ－０° 円形 １�００ × ０�９６ ２５ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３５９６ Ａ１ｉ４ Ｎ－０° 円形 １�０４ × １�０４ ２６ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３５９７ Ａ１ｉ４ Ｎ－０° ［楕円形］ ０�９３ ×（０�７５）１０～１４ 外傾 凹凸 人為 弥生土器片 土師器片

３５９８ Ａ１ｉ６ Ｎ－０° ［円形］ １�０７ × １�０２ １６ 外傾 皿状 人為 土師器片
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番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３５９９ Ａ１ｉ６ Ｎ－０° 円形 １�０９ × １�０６ １９ 緩斜 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６００ Ａ１ｊ５ Ｎ－０° 円形 １�１６ × １�１２ ２３ 外傾 平坦 自然 土師器片

３６０１ Ａ１ｊ５ Ｎ－１３°－Ｗ 楕円形 ３�８０ × ０�９２ ３６ 外傾・垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 灰釉陶器片

３６０２ Ｂ１ａ６ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 ０�８２ × ０�７０ ４０ 垂直・外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６０３ Ａ１ｊ６ Ｎ－１２°－Ｗ 楕円形 １�２６ × ０�９１ １１～２１ 外傾 平坦 自然 土師器片

３６０４ Ａ１ｈ６ Ｎ－０° 円形 １�０４ × １�００ ４７ 垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６０５ Ａ１ｇ７ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ０�６７ × ０�５３ １７ 外傾 平坦 自然

３６０６ Ａ１ｊ６ Ｎ－０° 円形 １�００ × １�００ ４０ 緩斜 凹凸 人為 土師器片

３６０７ Ａ１ｉ５ Ｎ－５１°－Ｅ ［楕円形］ ０�７４ ×［０�５０］ ３０ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３６０８ Ａ１ｊ６ Ｎ－４１°－Ｅ 円形 ０�６８ × ０�６０ １８ 緩斜 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３６０９ Ａ１ｇ７ Ｎ－０° ［円形］ ０�８０ × ０�７５ ２８ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３６１１ Ａ１ｇ５ Ｎ－８５°－Ｗ 隅丸長方形 １�１８ × ０�７８ １４ 緩斜・外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６１２ Ａ１ｄ６ Ｎ－８０°－Ｅ ［楕円形］（１�０８）× ０�８０ １８ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６１３ Ａ１ｄ６ Ｎ－７９°－Ｅ ［楕円形］（０�９６）× ０�９４ ２１ 外傾 平坦 自然 土師器片 石器

３６１４ Ａ１ｃ６ Ｎ－７９°－Ｗ 楕円形 １�５４ × ０�９２ ２６ 外傾 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６１５ Ａ１ｅ７ Ｎ－０° 長方形 １�３８ × ０�７２ ２１ 外傾 平坦 自然 縄文土器片 弥生土器片 土師器片

３６１６ Ａ１ｅ６ Ｎ－４０°－Ｗ 円形 １�００ × ０�９５ ５４ 垂直 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３６１７ Ａ１ｅ５ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�５５ × １�２８ ４６ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３６１８ Ａ１ｇ６ Ｎ－３４°－Ｗ 円形 ０�８３ × ０�８１ １５ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３６１９ Ａ１ｈ６ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�９３ － 緩斜 平坦 － 土師器片

３６２１ Ａ１ｇ６ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 ０�９４ × ０�９２ － 緩斜 平坦 － 土師器片

３６２２ Ａ１ｇ５ Ｎ－１７°－Ｗ 不整楕円形 ２�１８ × ０�９０ １６ 緩斜 平坦 人為

３６２３ Ａ１ｈ４ Ｎ－８０°－Ｅ 不定形 １�３６ × １�０８ ８ 外傾 平坦 人為 土師器片

３６２４ Ａ１ｈ５ Ｎ－５３°－Ｅ ［楕円形］ １�４３ ×（０�９４） ２４ 緩斜 平坦 人為

３６２５ Ａ２ｅ２ Ｎ－５０°－Ｗ 円形 ［０�６４］× ０�６２ ８ 緩斜・外傾 平坦 人為

３６２６ Ａ１ｇ０ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�９４ × ０�８６ １２ 外傾 平坦 自然

３６２７ Ａ２ｄ１ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ０�９１ × ０�８１ ２２ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６２８ Ｚ２ｉ２ Ｎ－４０°－Ｗ ［楕円形］ １�２０ × １�１３ ２２ 緩斜 皿状 自然 弥生土器片 土師器片

３６２９ Ａ２ｂ２ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ０�７７ × ０�７６ １６ 垂直 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６３０ Ａ２ｂ２ Ｎ－８３°－Ｅ 長方形 ０�９８ × ０�８０ ２３ 外傾・垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６３１ Ａ２ｂ３ Ｎ－７２°－Ｗ 不整長方形 １�０４ × ０�８４ １８ 緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６３２ Ａ２ｂ２ Ｎ－５７°－Ｗ 楕円形 ０�６６ ×（０�４７） １２ 緩斜 皿状 自然

３６３３ Ａ２ｇ３ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 ４�３７ × ３�０５ ３４～６１ 緩斜 平坦 人為 縄文土器片 土師器片 須恵器片 陶器片

３６３４ Ａ１ｂ０ Ｎ－３９°－Ｅ ［円形・楕円形］ １�１８ ×（０�６０） １４ 外傾・緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６３５ Ａ１ｂ９ Ｎ－２４°－Ｅ 楕円形 １�０５ × ０�９０ １６ 外傾 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６３６ Ａ１ｄ０ Ｎ－４°－Ｗ 楕円形 １�３２ × ０�８０ １３ 外傾・緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６３７ Ａ１ｂ９ Ｎ－１９°－Ｗ 楕円形 １�０５ × ０�９４ ４９～５６ 緩斜 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６３８ Ａ１ｃ９ Ｎ－０° 円形 ０�８０ × ０�７６ １４ 外傾 平坦 自然 縄文土器片 土師器片

３６３９ Ａ１ｃ９ Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 １�０６ ×（０�７０） １７ 緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６４０ Ａ２ｅ２ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 ０�９４ × ０�８４ ３５ 垂直 平坦 人為 土師器片

３６４２ Ａ１ｅ０ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 １�０３ × ０�６７ ３２ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６４３ Ａ１ｃ０ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 １�１０ × ０�８５ １４ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６４４ Ａ１ｃ９ Ｎ－４９°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�８５ ８ 垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６４５ Ａ１ｂ９ Ｎ－０° 円形 １�１０ × １�０４ １４ 垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

―３８３―



番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３６４６ Ｚ２ｉ２ Ｎ－４２°－Ｗ 楕円形 ０�９９ × ０�８４ ５３ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片 土師質土器

３６４７ Ａ１ｂ９ Ｎ－４３°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�５３ ３０ 外傾 平坦 人為 縄文土器片 弥生土器片 土師器片

３６４８Ａ Ａ１ｄ０ Ｎ－８１°－Ｅ 楕円形 １�０８ × ０�８６ ４２ 垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６４８Ｂ Ａ１ｄ０ Ｎ－１９°－Ｗ 楕円形 （１�５４）× １�２８ ６１ 外傾 平坦 人為

３６４９ Ａ２ｅ１ Ｎ－６１°－Ｅ 楕円形 １�０４ × ０�９３ ３２ 外傾 平坦 自然

３６５０ Ｚ２ｉ２ Ｎ－４０°－Ｅ ［円形・楕円形］（１�２０）×（０�４０） ７０ 外傾 平坦 人為 土師器片 土師質土器

３６５１ Ａ２ｃ２ Ｎ－０° 円形 ０�８６ × ０�８４ ９ 緩斜 平坦 自然

３６５２ Ａ２ｂ２ Ｎ－８８°－Ｗ 長方形 １�９４ × ０�９６ １６ 外傾 平坦 自然 土師器片

３６５３ Ａ１ｆ９ Ｎ－１３°－Ｅ 長方形 １�４６ × ０�８０ １７ 垂直・外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６５４ Ａ１ｆ９ Ｎ－７２°－Ｅ 楕円形 ２�０６ × ０�８８ ２０ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６５６ Ａ１ｂ８ Ｎ－６２°－Ｅ 楕円形 ０�９３ ×（０�６６） ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片

３６５７ Ａ１ｂ９ Ｎ－４４°－Ｅ ［楕円形］（０�４８）×［０�４８］ ６０ 緩斜 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３６５８ Ａ２ａ４ Ｎ－０° 円形 １�２２ × １�１１ ３０ 緩斜 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６６０ Ａ２ｄ１ Ｎ－０° 不整楕円形 ２�０６ × １�３６ １８ 外傾・緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６６１ Ｚ２ｉ４ Ｎ－０° ［円形・楕円形］（１�０６）× ０�４７ ４３ 外傾 平坦 自然 土師器片 釘

３６６２ Ａ２ｄ１ Ｎ－３２°－Ｅ 不明 ０�４２ ×（０�３８） ４６ 垂直 平坦 自然

３６６３ Ａ２ｆ２ Ｎ－０° 円形 ０�８３ × ０�８１ ２１ 外傾 平坦 人為

３６６４ Ｚ２ｊ２ Ｎ－７６°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�４２ ４７ 外傾 皿状 人為

３６６５ Ａ２ｈ４ Ｎ－２°－Ｅ 不明 （１�２７）×（０�７８） ４５ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６６６ Ａ１ａ０ Ｎ－０° 円形 ０�６９ × ０�６８ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３６６９ Ａ１ｃ８ Ｎ－０° 長方形 ２�５４ × １�４２ ６０ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６７０ Ｂ２ｆ０ Ｎ－８１°－Ｗ 長方形 １�５７ × １�０３ ２２ 外傾・緩斜 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６７１ Ｂ２ｆ０ Ｎ－０° ［隅丸長方形］［１�３７］× ０�８２ １６ 緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６７３ Ｂ２ｅ７ Ｎ－７°－Ｅ ［楕円形］ １�３４ × ０�９７ １４ 緩斜 平坦 自然

３６７５ Ｂ３ｇ２ Ｎ－８３°－Ｅ 不整楕円形 １�３８ × １�０５ １７ 緩斜 平坦 人為 弥生土器片 須恵器片

３６７６ Ｂ３ｆ１ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 ２�１５ × １�０６ ３８ 垂直・外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６７７ Ｂ３ｇ１ Ｎ－３３°－Ｅ 不整楕円形 ２�４３ × １�０４ １２ 緩斜 平坦 自然 土師器片

３６７８ Ｂ３ｈ１ Ｎ－７２°－Ｅ 不整楕円形 ０�９０ × ０�８０ ２４ 外傾 皿状 自然 土師器片

３６７９ Ａ１ｂ０ Ｎ－０° 楕円形 ０�６６ × ０�４８ ５５ 垂直 皿状 自然 弥生土器片 土師器片

３６８０ Ａ２ｃ１ Ｎ－１０°－Ｗ ［隅丸長方形］ ０�９６ × ０�７５ １０ 緩斜 皿状 人為

３６８１ Ａ２ｂ１ Ｎ－８°－Ｅ 不整長方形 １�６２ × ０�９０ ９ 緩斜 平坦 人為

３６８２ Ａ２ｃ２ Ｎ－１０°－Ｗ 隅丸長方形 ０�９０ ×［１�００］ ２５ 垂直 平坦 不明 土師器片

３６８３ Ｂ２ｆ７ Ｎ－６°－Ｗ ［長方形］ ２�３２ ×（０�５３） ２４ 外傾 平坦 人為

３６８４ Ｂ３ｇ６ Ｎ－３０°－Ｗ ［楕円形］ ０�９４ × ０�８０ １４ 垂直・外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３６８５ Ｂ３ｈ７ Ｎ－０° 円形 ０�４１ × ０�４０ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片

３６８６ Ｂ３ｈ７ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 ２�０８ × ０�６８ ２２ 外傾 皿状 自然 須恵器片

３６８７ Ｂ２ｆ７ Ｎ－０° 楕円形 １�３２ × ０�９８ ３０ 外傾 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３６８８ Ｂ２ｆ７ Ｎ－９°－Ｗ ［長方形］ （１�０４×０�６５） ２６ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６８９ Ｂ３ｈ７ Ｎ－５９°－Ｅ 楕円形 ０�８０ × ０�５８ ５４ 外傾 皿状 人為

３６９０ Ｂ２ｆ７ Ｎ－１９°－Ｗ ［長方形］（０�９５）× ０�６６ ３０ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６９１ Ｂ３ｈ５ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 １�７３ × ０�７３ １０ 垂直・緩斜 凹凸 自然 土師器片

３６９２ Ａ１ｃ７ Ｎ－０° 円形 １�１０ × １�０９ ３３ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６９３ Ａ１ｃ０ Ｎ－８３°－Ｅ 長方形 ２�００ × ０�９８ ３５ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３６９４ Ａ１ｃ０ Ｎ－９０°－Ｅ ［長方形］（２�３４）× ０�８８ １８ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 砥石
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番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３６９６ Ａ１ｄ９ Ｎ－８５°－Ｗ 長方形 ２�４０ × １�３４ ７３ 外傾 平坦 人為 土師器片

３６９８ Ａ２ｂ１ Ｎ－６９°－Ｅ ［楕円形］ １�１６ ×（０�４４） ３１ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３６９９ Ａ１ｂ０ Ｎ－６３°－Ｅ ［楕円形］ ２�１６ ×（１�１７） １６ 緩斜 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３７００ Ａ１ｂ０ Ｎ－６４°－Ｅ ［楕円形］ １�６２ ×（０�８０） ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片

３７０１ Ｂ３ｆ１ Ｎ－５２°－Ｅ 不明 ０�４５ ×（０�３７） ６０ 外傾 皿状 人為

３７０２ Ｂ２ｆ０ Ｎ－６０°－Ｅ 不明 ０�５０ ×（０�４０） ４２ 外傾 平坦 不明

３７０３ Ｂ２ｅ７ Ｎ－４°－Ｅ ［楕円形］（１�７４）×（０�４３） １１ 外傾 平坦 不明

３７０４ Ｂ３ｈ２ Ｎ－７０°－Ｅ 楕円形 １�３４ × １�００ ２５ 外傾・緩斜 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３７０５ Ｂ２ｆ８ Ｎ－０° 円形 ０�８７ × ０�８５ ６０ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３７０６ Ｂ２ｆ９ Ｎ－０° 隅丸長方形 １�２４ × ０�７４ ３８ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７０８ Ｂ２ｆ９ Ｎ－５６°－Ｅ 不定形 １�９２ × １�３７ ２５ 緩斜 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３７０９ Ｂ３ｇ５ Ｎ－７０°－Ｗ 不整長方形 ２�７０ × ０�７５ １３ 緩斜 平坦 自然

３７１０ Ｂ３ｉ７ Ｎ－０° 円形 ０�９０ × ０�８４ １２ 緩斜・垂直 平坦 自然

３７１１ Ｂ３ｉ５ Ｎ－７７°－Ｅ 隅丸長方形 １�２７ × １�０１ ２９ 外傾 平坦 自然 弥生土器片 土師器片

３７１２ Ｂ３ｉ１ Ｎ－３６°－Ｗ 不整楕円形 １�５０ × １�３１ ３４ 緩斜 平坦 －

３７１３ Ｂ３ｈ１ Ｎ－３３°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１０ × １�１３ ４０ 外傾 平坦 －

３７１４ Ａ２ｃ２ Ｎ－７０°－Ｗ 楕円形 ０�３３ × ０�２７ ３１ 垂直 皿状 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７１５ Ｂ２ｆ９ Ｎ－０° 円形 ０�２７ × ０�２５ ４２ 外傾 平坦 人為

３７１６ Ｂ３ｈ５ Ｎ－８８°－Ｅ 隅丸長方形 ３�０４ × ０�７０ ４７ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７１７ Ｂ２ｆ９ Ｎ－７７°－Ｗ 不定形 １�３２ × ０�８８ ２５ 緩斜 皿状 自然

３７１８ Ａ２ｆ２ Ｎ－０° ［円形］ ０�７７ ×［０�７５］ １２ 外傾・緩斜 皿状 自然

３７１９ Ａ１ｂ８ Ｎ－９８°－Ｗ 楕円形 ０�７９ × ０�６５ １０ 外傾 平坦 自然

３７２０ Ｃ３ａ０ Ｎ－７０°－Ｅ 長方形 １�９５ ×（１�１６） ４３ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７２１ Ｂ２ｈ７ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 １�３４ × １�１２ １８ 外傾 平坦 自然 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７２２ Ｃ４ｃ２ Ｎ－２２°－Ｅ 長方形 １�３７ × １�２６ ８７ 垂直 平坦 人為 土師器片

３７２４ Ｃ４ｄ３ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 １�４６ × ０�６６ １８ 外傾 平坦 人為

３７２５ Ｃ３ｂ８ Ｎ－０° 楕円形 １�１７ × ０�６５ ２８ 外傾 平坦 不明

３７２７ Ｃ３ａ８ Ｎ－１３°－Ｅ 不定形 （０�８１）×（０�３２） ３６ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

３７２８ Ｃ３ｂ９ Ｎ－０° 円形 １�０２ × ０�９８ １２ 外傾 平坦 自然

３７２９ Ｂ３ｊ６ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�３１ × ０�９２ １８ 緩斜 平坦 人為 土師器片 砥石

３７３０ Ｃ３ｃ９ Ｎ－７３°－Ｗ 楕円形 ０�９０ × ０�７８ ６２ 垂直 皿状 不明 土師器片

３７３１ Ｃ３ｂ９ Ｎ－１０°－Ｅ 円形 ０�９６ × ０�９１ ２７～３２ 垂直 平坦 自然 土師器片 須恵器片

３７３２ Ｃ３ｃ９ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 １�２０ × ０�７０ １７ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７３３ Ｃ３ｃ７ Ｎ－０° 不整長方形 １�１０ × ０�６４ １１ 外傾 平坦 人為

３７３４ Ｃ４ｇ３ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 ２�６４ × ０�８４ ５６～６５ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片 陶器片

３７３５ Ｃ３ｂ０ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ２�０５ ×［１�２４］２０～２４ 緩斜・外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７３６ Ｃ４ｂ１ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 １�３６ × １�３１ ６５ 垂直 平坦 － 土師器片 陶器片

３７３７ Ｃ３ｂ０ Ｎ－０° 円形 ０�９０ × ０�８６ １０～１５ 緩斜 平坦 人為

３７３８ Ｂ３ｊ５ Ｎ－７７°－Ｗ 不整長方形 １�３４ ×［１�１０］４４～５０ 緩斜 平坦 人為 土師器片 馬歯

３７３９ Ｂ３ｊ８ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 （２�５３）× １�６７ ４８ 外傾 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７４０ Ｂ２ｈ６ Ｎ－０° ［円形］ ０�４４ ×（０�２９） ６ 緩斜 平坦 自然

３７４１ Ｃ４ｂ１ Ｎ－８４°－Ｗ 楕円形 ０�８４ × ０�７０ １３ 外傾 平坦 人為 土師器片

３７４２ Ｂ３ｊ０ Ｎ－０° 円形 １�３５ × １�３１ ２５～５５ 緩斜 凹凸 不明 土師器片 須恵器片

３７４３ Ｃ４ａ２ Ｎ－１５°－Ｅ 隅丸長方形 １�６３ × ０�７１ ５９ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片
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番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３７４４ Ｂ３ｊ６ Ｎ－２０°－Ｅ 円形 ０�３４ × ０�３２ ４０ 外傾 皿状 人為

３７４５ Ｂ３ｊ６ Ｎ－５２°－Ｗ 長方形 ０�８３ × ０�５９ ２１ 緩斜 皿状 自然 弥生土器片

３７４６ Ｃ３ａ８ Ｎ－７°－Ｅ 不整長方形 ３�００ × １�５０ ６７ 垂直 平坦 人為 土師器片 須恵器片 石器

３７４７ Ｂ３ｈ７ Ｎ－５°－Ｗ 不整長方形 １�１２ × ０�９５ １５ 緩斜 皿状 自然 土師器片

３７４８ Ｂ３ｊ５ Ｎ－８５°－Ｅ 長方形 ２�３４ × １�２４ ４８ 外傾 平坦 人為 土師器片

３７４９ Ｃ４ｃ２ Ｎ－８１°－Ｗ 長方形 １�３３ × ０�８４ ６５ 外傾 平坦 人為 土師器片 陶器片

３７５０ Ｃ４ｆ１ Ｎ－４９°－Ｗ 不明 １�２８ × ０�７５ ２０～２５ 外傾 平坦 不明 土師器片 須恵器片

３７５１ Ｃ４ｇ１ Ｎ－１０°－Ｅ 不整楕円形［１１�８］×［０�９２］ ４０ 外傾 平坦 自然 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７５２ Ｃ４ｇ１ Ｎ－５０°－Ｗ 不整楕円形 ０�６４ × ０�６２ ６８ 外傾 皿状 人為 土師器片

３７５３ Ｃ４ｇ２ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 ０�９７ × ０�４６ １２ 垂直 皿状 自然 土師器片

３７５４ Ｃ４ｈ２ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�４７ ３２ 外傾 皿状 自然

３７５５ Ｃ４ｈ２ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ０�９２ × ０�６４ ２０ 外傾・垂直 平坦 自然 土師器片

３７５６ Ｃ４ｈ１ Ｎ－０° 円形 ０�５７ ×［０�５５］ ３８ 外傾 平坦 自然 土師器片

３７５７ Ｃ４ｈ１ Ｎ－１０°－Ｅ 不整楕円形 ０�７８ × ０�５８ ６８ 緩斜・垂直 皿状 不明 土師器片

３７５８ Ｃ４ｈ１ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ０�５１ × ０�４５ ６１ 垂直 皿状 人為 土師器片

３７５９ Ｃ４ｈ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�２８ × ０�２８ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７６０ Ｃ４ｄ２ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 １�０４ × ０�８４ ３８ 外傾 平坦 不明 土師器片 須恵器片

３７６１ Ｃ４ｄ２ Ｎ－２５°－Ｅ 不整楕円形 １�４０ × １�００ １２ 緩斜 凹凸 人為 土師器片 須恵器片

３７６２ Ｃ４ｈ２ Ｎ－０° 円形 ０�７０ × ０�６４ ３５ 外傾 平坦 自然 土師器片

３７６３ Ｃ４ｉ２ Ｎ－０° 円形 ０�６１ × ０�６０ ３７ 外傾 皿状 人為 土師器片

３７６４ Ｃ４ｂ１ Ｎ－１０°－Ｅ 不定形 ２�６８ × １�０２ ４６ 垂直 凹凸 自然 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７６５ Ｂ３ｈ４ Ｎ－３°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１６ × ０�７２ １３ 外傾 平坦 不明 土師器片

３７６６ Ｃ４ａ４ Ｎ－８°－Ｅ ［長方形］（２�９０）× ０�８６ ４３ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７６７ Ｃ４ｇ１ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�２６ × ０�２２ ６４ 外傾 漏斗状 人為

３７６８ Ｃ３ａ７ Ｎ－７４°－Ｗ 楕円形 ０�９４ × ０�８０ ２７ 外傾・緩斜 平坦 不明

３７６９ Ｃ３ｆ０ Ｎ－８３°－Ｗ 隅丸長方形 １�９２ × １�２１ ３２ 外傾 平坦 自然 土師器片 須恵器片

３７７０ Ｃ４ｈ４ Ｎ－４７°－Ｅ 楕円形 １�１３ × ０�８４ １６ 緩斜 平坦 人為

３７７１ Ｃ４ｂ１ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 １�２２ × ０�９１ ２０ 垂直・外傾 平坦 人為

３７７２Ａ Ｃ４ｅ１ Ｎ－７９°－Ｅ 楕円形 ０�６７ × ０�４３ ３７ 外傾 平坦 不明 土師器片 須恵器片 陶器片

３７７２Ｂ Ｃ４ｅ１ Ｎ－８７°－Ｅ ［楕円形］（０�５５）× ０�４３ ３６ 外傾 平坦 不明 土師器片 須恵器片 陶器片

３７７３ Ｃ４ｇ２ Ｎ－７４°－Ｗ 円形 ０�４９ ×［０�５１］ ２５ 垂直 平坦 人為 土師器片

３７７４ Ｃ３ｂ９ Ｎ－６７°－Ｅ 不定形 ０�４６ × ０�２８ ７２ 垂直 皿状 不明 土師器片 須恵器片

３７７５ Ｃ４ｇ１ Ｎ－１０°－Ｅ 円形 ［０�５４］×［０�５４］ ３８ 垂直 皿状 不明

３７７６ Ｃ３ｂ８ Ｎ－７５°－Ｗ 楕円形 ０�５５ × ０�３６ ７０ 垂直 皿状 不明

３７７７ Ｃ３ｂ８ Ｎ－８５°－Ｗ ［楕円形］（０�６２）× ０�４６ １２ 外傾 平坦 人為

３７７８ Ｃ３ｂ９ Ｎ－８５°－Ｗ ［不整楕円形］ ０�９２ × ０�６５ （２４） 外傾 不明 人為

３７７９ Ｃ４ｄ１ Ｎ－８２°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�２８ × ０�６５ ３２ 外傾 平坦 自然 土師器片 須恵器片 陶器片

３７８１ Ｃ４ａ４ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�９６ ３２ 外傾 平坦 人為

３７８２ Ｃ３ｂ８ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�８４ １８ 外傾 皿状 自然

３７８３ Ｃ４ｂ１ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 ０�６６ ×［０�３８］ ３５ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７８４ Ｃ４ｂ１ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 ０�８８ × ０�８０ ６７ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片 陶器片

３７８５ Ｃ４ｂ２ Ｎ－７０°－Ｗ ［隅丸長方形］ １�７６ × ０�７４ ５６ 垂直 平坦 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７８６ Ｃ４ａ２ Ｎ－８４°－Ｗ ［隅丸長方形］ １�１８ × ０�９２ １２ 外傾・緩斜 平坦 人為 土師器片

３７８７ Ｃ４ａ９ Ｎ－１０°－Ｅ ［長方形］ ２�１２ ×［０�５８］ ４０ 外傾 皿状 自然 土師器片 須恵器片

―３８６―



番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３７８８ Ｃ４ｂ５ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�８２ １８ 外傾・緩斜 平坦 自然 土師器片 鉄製品

３７８９ Ｃ３ｇ０ Ｎ－７４°－Ｗ ［隅丸長方形］［１�６３］× ０�４３ ５４ 垂直 平坦 不明 縄文土器片

３７９０ Ｃ３ｇ０ Ｎ－１９°－Ｅ ［隅丸長方形］［３�９３］× ０�７３ ２４ 外傾 皿状 人為 土師器片

３７９１ Ｃ３ｇ０ Ｎ－８７°－Ｗ ［長楕円形］［１�９４］× ０�５３ ５ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３７９２ Ｃ３ｇ９ Ｎ－１０°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�６４ × ０�６４ ５３ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７９３ Ｃ４ｂ２ Ｎ－０° 円形 １�０８ × １�０４ ３５ 垂直 皿状 人為 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３７９４ Ｃ４ｃ３ Ｎ－０° 円形 ［０�９７］× ０�９７ ３２ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３７９５ Ｃ５ｇ４ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�６０ × ０�９７ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３７９６ Ｃ４ｇ５ Ｎ－８７°－Ｗ 楕円形 １�４８ × ０�７７ １６ 外傾 平坦 自然

３７９７ Ｃ４ｆ４ Ｎ－１５°－Ｅ ［隅丸長方形］（２�００）× ０�８２ １１ 外傾 平坦 自然 土師器片 須恵器片

３７９８ Ｃ４ｅ４ Ｎ－１０°－Ｅ 不整長方形 ２�５６ × ０�８８ ４５ 外傾 凹凸 自然 土師器片 須恵器片

３７９９ Ｃ４ｅ５ Ｎ－８１°－Ｗ ［隅丸長方形］（１�５４）× ０�７６ １８ 外傾 平坦 自然 土師器片 須恵器片

３８００ Ｃ４ｅ４ Ｎ－７°－Ｅ ［隅丸長方形］（１�８３）× １�３２ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３８０１ Ｃ４ｅ２ Ｎ－０° 円形 １�１２ × １�０６ １８ 緩斜 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３８０２ Ｃ４ｄ４ Ｎ－０° 円形 １�０２ × ０�９８ ２７ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片 瓦

３８０３ Ｃ４ｆ１ Ｎ－２０°－Ｗ 不定形 １�４６ × ０�７４ ３７ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８０４ Ｃ４ｆ１ Ｎ－０° ［円形］ ０�９０ ×［０�８８］ ２０ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３８０６ Ｃ４ｃ５ Ｎ－０° ［円形］ ［０�７９］×［０�７８］ １２ 外傾 皿状 不明 土師器片

３８０７ Ｃ４ｄ４ Ｎ－０° ［隅丸長方形］［０�９０］× ０�６６ ４０ 外傾 皿状 不明 土師器片

３８０８ Ｃ４ｄ３ Ｎ－９°－Ｅ ［隅丸長方形］［１�４６］× ０�７６ ２９ 垂直 平坦 人為 土師器片

３８１０ Ｃ４ｄ４ Ｎ－０° 楕円形 １�３０ × １�０２ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３８１１ Ｃ３ｉ７ Ｎ－８３°－Ｗ 不整長方形 １�５６ × １�０２ ２１ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３８１３ Ｃ４ｃ１ Ｎ－１２°－Ｅ ［長方形］ ２�４３ × １�１２ ５ 緩斜 平坦 人為 須恵器片

３８１４Ａ Ｃ４ｃ２ Ｎ－１６°－Ｅ ［長方形］ １�２０ ×［０�８２］ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３８１４Ｂ Ｃ４ｃ２ Ｎ－１５°－Ｅ ［長方形］ １�１０ ×（０�８２） １４ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３８１４Ｃ Ｃ４ｃ１ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 ０�８６ × ０�７０ ２０ 緩斜 皿状 不明 土師器片 須恵器片

３８１５ Ｃ４ｂ１ Ｎ－０° 円形 ０�９２ × ０�９２ １３ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３８１６Ａ Ｃ２ｅ１ Ｎ－０° ［楕円形］ ０�９０ ×（０�７２） ８ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３８１６Ｂ Ｃ２ｅ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�４０ × ０�３０ ３６ 垂直 皿状 人為 土師器片

３８１７ Ｃ４ｄ２ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 １�７５ × ０�７１ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３８１８ Ｃ４ｄ５ Ｎ－６°－Ｗ 隅丸長方形 １�４３ × ０�５６ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８１９ Ｃ４ｃ５ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 １�１９ × １�０４ １４ 緩斜 平坦 自然 磁器片

３８２０ Ｃ４ｃ６ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�９８ × ０�８０ ２４ 緩斜 平坦 人為

３８２１ Ｃ３ｇ８ Ｎ－８３°－Ｅ 不整長方形 １�３４ × ０�５５ １８ 緩斜 皿状 人為

３８２３ Ｃ３ｉ７ Ｎ－８０°－Ｗ 不整長方形 １�６４ × ０�７１ ２０ 外傾・垂直 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３８２４ Ｃ３ｉ７ Ｎ－１５°－Ｅ 隅丸長方形 １�０７ × ０�５８ １１ 緩斜・垂直 平坦 人為

３８２５ Ｃ３ｊ８ Ｎ－０° 長方形 ２�６２ × ０�９６ １９ 外傾 平坦 自然 土師器片

３８２６ Ｄ４ａ４ Ｎ－１０°－Ｅ 不整長方形 １�９４ × ０�９７ １４ 外傾 平坦 自然 土師器片

３８２７ Ｃ４ｊ５ Ｎ－７５°－Ｗ 楕円形 （１�７２）× １�０４ ２０ 外傾 平坦 自然

３８２８ Ｃ４ｊ５ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 ２�５１ × ０�８０ １４ 外傾 平坦 不明 縄文土器片 土師器片

３８２９ Ｄ４ｂ４ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 １�１８ × ０�８４ ２１ 外傾 平坦 自然 土師器片

３８３０ Ｄ４ａ５ Ｎ－１１°－Ｅ 不整長方形 ２�７８ × ０�９０ １８ 垂直 平坦 自然 縄文土器片 土師器片

３８３１ Ｄ４ａ４ Ｎ－１０°－Ｅ 不定形 （３�１０）×（０�９４） ２２ 垂直 平坦 自然 土師器片 須恵器片

３８３２ Ｄ４ａ４ Ｎ－１２°－Ｅ 楕円形 ２�１４ × ０�７３ ２４ 外傾 皿状 自然 土師器片 須恵器片

―３８７―



番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３８３３ Ｄ４ａ４ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 １�６８ × ０�８６ ２２ 垂直 平坦 自然 土師器片

３８３４ Ｃ４ａ１ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 １�００ × ０�６０ ２３ 外傾 皿状 人為

３８３５ Ｃ４ｇ２ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 ０�７３ × ０�６１ ３５ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３８３６ Ｄ４ｃ６ Ｎ－０° 円形 ０�９６ × ０�８４ ２２ 緩斜 皿状 自然 土師器片

３８３７ Ｃ４ｈ１ Ｎ－０° 円形 ０�７２ × ０�６６ ３２ 外傾 皿状 人為 須恵器片

３８３９ Ｃ４ｉ１ Ｎ－０° 円形 ０�７２ × ０�７０ ４２ 外傾 皿状 不明 土師器片

３８４０ Ｃ４ｈ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�７０ × ０�５１ ３８ 外傾 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

３８４１ Ｃ３ｃ８ Ｎ－２１°－Ｅ 不整楕円形 １�３８ × １�０４ ４０ 外傾 皿状 自然

３８４２ Ｄ４ｃ５ Ｎ－８９°－Ｅ 不整楕円形 １�００ × ０�７２ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８４３ Ｂ４ｊ１ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 １�５６ × １�０２ ３６ 外傾 平坦 自然

３８５１ Ｃ６ｊ１ Ｎ－７６°－Ｗ 楕円形 ０�６１ × ０�４７ ３１ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８５２ Ｃ５ｊ０ Ｎ－１３°－Ｅ 長方形 １�９２ × １�４２ ９～４２ 垂直・緩斜 平坦 人為 土師器片

３８５３ Ｃ５ｊ９ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 １�４４ × ０�９７ １５～４２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８５４ Ｄ５ａ９ Ｎ－７３°－Ｅ 不定形 １�４０ × ０�８０ ２９～５１ 外傾 凹凸 人為

３８５５ Ｄ６ｂ１ Ｎ－０° 円形 ０�８４ × ０�８２ ７８ 外傾 凹凸 人為 土師器片

３８５６ Ｃ５ｊ７ Ｎ－０° 円形 ０�３７ × ０�３５ ６２ 外傾 皿状 不明 弥生土器片 土師器片

３８５７ Ｃ５ｉ９ Ｎ－２５°－Ｅ ［楕円形］［１�８６］× １�６４ ４３～７０ 垂直 平坦 自然 土師器片

３８５８ Ｃ５ｊ７ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�０４ × ０�９５ ８～４０ 外傾・緩斜 平坦 人為 土師器片

３８５９ Ｄ５ａ８ Ｎ－１３°－Ｅ 円形 １�５８ ×［１�４４］ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８６０ Ｄ５ａ８ Ｎ－８０°－Ｗ ［長方形］［０�５４］×［０�４８］ １０ 外傾 平坦 人為

３８６１ Ｄ５ａ８ Ｎ－２１°－Ｅ ［楕円形］［０�９２］×［０�８２］ １４ 外傾 平坦 人為 縄文土器片 土師器片 須恵器片

３８６２ Ｃ５ｊ８ Ｎ－３０°－Ｅ ［楕円形］［０�７６］×［０�７６］ ８ 緩斜 平坦 自然 土師器片

３８６３ Ｃ５ｊ７ Ｎ－１３°－Ｅ 長方形 ０�７５ × ０�６３ ５０ 垂直 平坦 人為

３８６４ Ｃ５ｊ７ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 ０�９２ × ０�７５ ３４ 外傾 平坦 人為 縄文土器片 土師器片

３８６５ Ｃ５ｊ７ Ｎ－２９°－Ｗ 不定形 ０�８５ × ０�６０ １０ 緩斜 平坦 人為 須恵器片

３８６６ Ｃ５ｊ７ Ｎ－４４°－Ｅ 長方形 ０�６５ × ０�４３ ６０ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８６７ Ｃ５ｊ７ Ｎ－２９°－Ｅ 楕円形 ０�９５ × ０�８３ ２０～７４ 外傾 皿状 人為

３８６８ Ｃ５ｊ７ Ｎ－５７°－Ｅ 不明 （０�４０）×（０�３０） ２０ 緩斜 皿状 人為

３８６９ Ｃ５ｊ７ Ｎ－３０°－Ｅ 不定形 （０�４０）× ０�３１ ６６ 緩斜 皿状 人為

３８７０ Ｃ５ｊ０ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�０１ × ０�９０ ５４ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８７１ Ｃ６ｊ１ Ｎ－３７°－Ｗ 不定形 （０�６１）× ０�５５ ７４ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８７２ Ｃ５ｉ６ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�７３ × ０�３４ ２８ 外傾 平坦 人為

３８７３Ａ Ｃ５ｉ７ Ｎ－３０°－Ｗ 円形 ０�３２ × ０�２６ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８７３Ｂ Ｃ５ｉ７ Ｎ－０° 円形 ０�３０ × ０�２４ ２４ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８７４ Ｃ５ｉ７ Ｎ－２７°－Ｅ 楕円形 ０�６５ × ０�４４ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８７５ Ｄ５ａ８ Ｎ－７４°－Ｗ 円形 １�４４ × １�３６ １０～７２ 緩斜・垂直 凹凸 人為 縄文土器片 土師器片 須恵器片

３８７７ Ｃ５ｊ８ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 １�４２ × １�４０ ２４～３６ 外傾 凹凸 人為 土師器片

３８７８ Ｃ５ｉ０ Ｎ－３０°－Ｅ 不定形 （０�８６）× ０�８４ ２２～３６ 外傾 凹凸 人為 土師器片

３８７９ Ｃ５ｉ６ Ｎ－２０°－Ｅ 不定形 ０�５７ × ０�４５ ６７ 外傾 凹凸 人為 縄文土器片 土師器片

３８８０ Ｃ５ｊ７ Ｎ－０° 不定形 ０�５５ × ０�３５ ４０ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８８１ Ｃ５ｉ７ Ｎ－０° 円形 ０�３８ × ０�３５ ５８ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８８２ Ｃ５ｊ６ Ｎ－０° 円形 ０�３８ × ０�３５ ４６ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８８３ Ｃ５ｊ６ Ｎ－４３°－Ｅ 楕円形 ０�３５ × ０�２９ １４ 外傾 平坦 人為

３８８４ Ｃ５ｉ７ Ｎ－０° 円形 ０�３３ × ０�３２ １８ 外傾 皿状 人為

―３８８―



番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３８８５ Ｃ５ｊ０ Ｎ－０° 円形 １�１７ × １�１７ ５４ 緩斜 皿状 人為 土師器片

３８８６ Ｃ５ｈ７ Ｎ－０° 円形 ０�３５ × ０�３４ ２０ 外傾 皿状 自然

３８８７ Ｃ５ｈ７ Ｎ－６３°－Ｗ 円形 ０�３４ × ０�３０ ４２ 外傾 皿状 人為 土師器片

３８８８ Ｃ５ｈ７ Ｎ－８６°－Ｅ 楕円形 ０�４４ × ０�４０ ７２ 垂直 平坦 人為

３８８９ Ｃ５ｈ８ Ｎ－３８°－Ｅ 不定形 ０�５０ × ０�２４ １４～４５ 垂直 凹凸 人為

３８９０ Ｃ５ｊ６ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�８８ × ０�４１ ４５ 垂直 平坦 人為 土師器片

３８９１ Ｄ６ｂ１ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 １�０６ × ０�８７ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片

３８９２ Ｃ５ｈ７ Ｎ－６４°－Ｅ 楕円形 ０�４０ × ０�３８ ４６ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３８９４ Ｃ５ｉ６ Ｎ－０° 円形 ０�３１ × ０�３０ ４６ 外傾 皿状 人為

３８９５ Ｃ５ｉ６ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ０�３５ × ０�３１ ３８ 外傾 皿状 人為

３８９６ Ｃ５ｉ６ Ｎ－０° ［円形］ ０�４２ ×（０�３１） ６１ 外傾 皿状 人為

３８９７ Ｃ５ｉ６ Ｎ－０° 円形 ０�２７ × ０�２６ ２４ 外傾 皿状 人為

３８９８ Ｃ５ｉ６ Ｎ－０° ［円形］ ０�３５ ×（０�２２） ３７ 外傾 皿状 人為

３８９９ Ｃ５ｉ７ Ｎ－０° 円形 ０�６５ × ０�６０ ３２ 緩斜 皿状 人為 土師器片

３９００ Ｃ５ｉ７ Ｎ－０° 円形 ０�４０ × ０�３７ ５４ 外傾 皿状 人為

３９０１ Ｃ５ｉ６ Ｎ－０° 円形 ０�３５ × ０�３３ ４３ 外傾 皿状 人為

３９０２ Ｃ５ｉ６ Ｎ－０° 円形 ０�３３ × ０�３２ ３４ 外傾 皿状 人為

３９０３ Ｃ５ｉ６ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�４９ × ０�３８ ２２ 緩斜 皿状 人為 土師器片

３９０４Ａ Ｃ５ｉ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�２７ × ０�２６ ６１ 垂直 皿状 人為

３９０４Ｂ Ｃ５ｉ６ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�３１ × ０�２９ ２１ 外傾 皿状 人為

３９０５ Ｃ６ｊ２ Ｎ－０° ［円形］ （０�５５）×（０�４５） ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３９０７ Ｃ５ｉ５ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ０�９４ × ０�７２ ３８ 外傾 平坦 人為 土師器片

３９０８ Ｃ５ｈ７ Ｎ－３０°－Ｅ 円形 １�１０ × １�００ ３６ 垂直・緩斜 凹凸 人為 土師器片

３９０９ Ｃ５ｇ５ Ｎ－０° 円形 ０�９７ × ０�９６ ２６ 垂直 平坦 人為 土師器片

３９１０ Ｃ５ｇ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�４５ ×［０�４０］ ２４ 外傾 凹凸 人為

３９１１ Ｄ５ａ８ Ｎ－６０°－Ｗ 不定形 ０�５２ × ０�４８ ５６ 外傾 凹凸 人為

３９１２ Ｃ５ｆ３ Ｎ－１７°－Ｅ 長方形 １�７３ × ０�９０ １３ 緩斜 平坦 自然

３９１４ Ｄ６ｂ１ Ｎ－８７°－Ｗ 隅丸長方形 １�７４ × ０�７１ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３９１５ Ｃ５ｉ５ Ｎ－０° 長方形 ０�３４ × ０�２０ ２８ 垂直 凹凸 人為

３９１６ Ｃ５ｉ５ Ｎ－５５°－Ｅ 不定形 ０�４８ × ０�３７ ４９ 外傾 皿状 人為

３９１８ Ｄ６ａ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�６２ × ０�５４ ４９ 外傾 皿状 人為 土師器片

３９２０Ａ Ｃ５ｇ５ Ｎ－０° 円形 １�１２ × １�０８ １４ 外傾 平坦 人為 土師器片

３９２０Ｂ Ｃ５ｇ５ Ｎ－０° ［円形］ ０�１８ ×（０�１０） ３８ 垂直 皿状 人為 土師器片

３９２１ Ｄ５ａ９ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 １�０８ × ０�７８ ２５ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３９２２ Ｃ５ｉ２ Ｎ－８０°－Ｗ ［楕円形］（０�３４）×（０�３２） １０ 外傾 平坦 人為 須恵器片

３９２３ Ｄ６ｂ１ Ｎ－８２°－Ｗ 楕円形 ０�７３ × ０�６４ ８９ 外傾 凹凸 人為 土師器片

３９２４ Ｄ６ａ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�８２ × ０�７８ ６１ 外傾 平坦 人為 土師器片

３９２５ Ｄ５ａ４ Ｎ－８５°－Ｗ 長方形 １�１６ × ０�８０ ４６ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３９２６ Ｄ５ａ４ Ｎ－８５°－Ｅ 不正長方形 ２�８５ × ２�１２ ３８ 外傾 凹凸 自然 縄文土器片 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３９２７ Ｃ５ｇ５ Ｎ－２８°－Ｗ ［円形］ ０�１８ ×（０�０８） ３０ 垂直 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３９２８ Ｃ５ｇ６ Ｎ－２９°－Ｗ ［円形］ ０�２２ ×（０�１２） ２８ 垂直 皿状 人為

３９２９ Ｃ５ｇ６ Ｎ－２８°－Ｗ ［楕円形］ ０�４０ ×（０�２５） ４２ 外傾 平坦 人為

３９３０ Ｃ５ｊ４ Ｎ－４０°－Ｅ 円形 ０�４１ × ０�３２ ３５ 外傾 皿状 人為

３９３１ Ｄ５ａ４ Ｎ－７３°－Ｗ 長方形 １�１６ × １�２２ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片 須恵器片

―３８９―



番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長径（軸）（ｍ）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

３９３２ Ｄ５ａ３ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 １�１４ × ０�９６ ２２ 外傾 皿状 人為 土師器片

３９３３ Ｃ５ｉ１ Ｎ－０° 円形 ０�６２ × ０�６０ ２２ 外傾 皿状 人為 土師器片 須恵器片

３９３６ Ｃ５ｈ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�４８ × ０�３３ ２４ 外傾 平坦 人為

３９３７ Ｃ５ｈ５ Ｎ－０° 円形 ０�４２ × ０�４２ ２８ 外傾 皿状 人為

３９３８ Ｃ５ｈ５ Ｎ－１９°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�３４ ３０ 外傾 皿状 人為

３９３９ Ｃ５ｈ５ Ｎ－０° 円形 ０�３８ × ０�３５ ２２ 外傾 平坦 人為

３９４０ Ｃ５ｈ５ Ｎ－０° 円形 ０�３２ × ０�２８ ４９ 外傾 平坦 人為

３９４１ Ｃ５ｈ５ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�４０ × ０�２８ ２２ 外傾 皿状 人為

３９４２ Ｃ５ｈ５ Ｎ－６０°－Ｗ 楕円形 ０�５８ × ０�４５ ５３ 外傾 皿状 人為 土師器片

３９４３ Ｃ５ｈ５ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�６４ × ０�４２ ５１ 外傾 皿状 人為 土師器片

３９４４ Ｃ５ｈ６ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ０�６２ × ０�３０ １２ 外傾 平坦 不明

３９４５ Ｃ５ｈ６ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�５１ × ０�４４ ３４ 外傾 平坦 人為

３９４６ Ｃ５ｈ６ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�３２ ３２ 外傾 皿状 人為

３９４７ Ｃ５ｈ６ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 ０�７６ × ０�５２ ２２ 外傾 皿状 人為

３９４８ Ｃ５ｈ６ Ｎ－０° 円形 ０�３２ × ０�３０ ４８ 外傾 平坦 人為

３９４９ Ｃ５ｈ６ Ｎ－７１°－Ｗ 楕円形 ０�８３ × ０�６３ １８ 外傾 平坦 人為

３９５０ Ｃ５ｈ５ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�３０ ２２ 外傾 平坦 人為

３９５１ Ｃ５ｈ５ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ０�７４ × ０�６１ ５７ 外傾 凹凸 － 土師器片

３９５２ Ｃ５ｈ６ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ０�５９ × ０�４６ １３ 外傾 平坦 人為

３９５３ Ｃ５ｈ６ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�３８ × ０�３３ ５４ 外傾 皿状 人為

３９５４ Ｃ５ｈ６ Ｎ－０° 円形 ０�４０ × ０�３８ ３０ 外傾 皿状 人為

３９５５ Ｃ５ｈ６ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�５８ ５８ 外傾 皿状 人為

３９５６ Ｃ５ｇ６ Ｎ－７１°－Ｗ 不定形 ０�７３ ×（０�４４） ５４ 垂直 凹凸 人為

３９５７ Ｃ５ｈ６ Ｎ－０° 円形 ０�４３ × ０�４０ ３９ 外傾 皿状 人為 土師器片

３９５８ Ｃ５ｈ６ Ｎ－０° 楕円形 ０�７７ × ０�６１ ７５ 外傾 皿状 －

３９５９ Ｃ５ｇ６ Ｎ－０° 楕円形 ０�７２ × ０�６０ １０ 外傾 平坦 人為

３９６０ Ｃ５ｇ６ Ｎ－０° 円形 ０�４３ × ０�４１ ３９ 外傾 皿状 人為

３９６８ Ｃ５ｉ６ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 ０�８２ × ０�６０ ４６～７８ 垂直 平坦 人為 土師器片

３９６９ Ｃ５ｈ５ Ｎ－８３°－Ｅ 長方形 １�５４ × ０�８０ ６０ 垂直 平坦 人為 土師器片 須恵器片

３９７０ Ｃ５ｊ６ Ｎ－７°－Ｅ 不定形 １�０５ × ０�４０ ３４ 外傾 平坦 人為

３９７１ Ｃ５ｊ６ Ｎ－７８°－Ｗ 不定形 ０�９７ × ０�４７ ３３ 緩斜 皿状 人為

３９７２ Ｃ５ｊ６ Ｎ－０° 不定形 １�５４ × ０�８０ １０～２２ 緩斜 凹凸 人為

３９７３ Ｃ５ｊ５ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 １�２０ × １�１０ ３０ 外傾 平坦 自然

３９７４ Ｃ５ｊ５ Ｎ－６９°－Ｅ 長方形 １�０５ × ０�９０ １０ 緩斜 平坦 自然

３９７５ Ｃ５ｊ４ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 ０�９４ × ０�８０ ２７～４８ 緩斜 凹凸 人為 土師器片

３９７６ Ｃ５ｊ７ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�５６ ４６ 不明 凹凸 －

３９７７ Ａ１ｃ７ Ｎ－０° 円形 ０�５２ × ０�５２ ２８ 垂直 皿状 不明
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� 溝跡

第６６号溝跡（第３４５図・付図）

位置 西部３区西区のＡ１ｈ６～Ａ１ｉ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５８８・３５８７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ａ１ｈ６区から南方向（Ｎ－３°－Ｅ）へ直線的に延びている。長さは３�２２ｍで，上幅０�６３～０�７３

ｍ，下幅０�３５～０�４６ｍ，深さ１８�である。底面は平坦で，断面形は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ブロック状の堆積状況を呈しており，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏１，甕１０）が出土している。いずれも細片で，埋め戻す際に混入したものと

考えられる。

所見 時期は，出土土器が混入したものであり，不明である。

第６７号溝跡（第３４６図・付図）

位置 西部３区西部のＡ１ｇ７～Ａ１ｇ８区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１０・３１１・３３０号住居跡を掘り込み，第３６０５・３６０９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ａ１ｇ８区から西方向（Ｎ－８１°－Ｗ）へ直線的に延び，西部・東部は削平されているため，確

認できた長さは６�３０ｍで，上幅０�５４～０�８７ｍ，下幅０�３０～０�５０ｍ，深さ１４�である。底面は平坦で，断面形は

Ｕ字状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層であり，ロームブロックが含まれている状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏２，甕８）が出土しているが，いずれも細片のため図示できない。また，流

れ込んだ弥生土器片４点も出土している。

所見 時期は，平安時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

第３４５図 第６６号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３４６図 第６７号溝跡実測図
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第６８号溝跡（第３４７図・付図）

位置 西部３区東部のＡ２ｄ３～Ａ２ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１９・３２２・３４１号住居跡，第６９号溝跡を掘り込み，第３６３３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ａ２ｇ３区から北方向（Ｎ－５°－Ｗ）へ直線的に延び，Ａ２ｄ３区で東方向（Ｎ－３０°－Ｅ）に

屈曲し，調査区域外に延びているため，全体は不明である。確認できた長さは１３�２０ｍで，上幅０�８０～１�０４ｍ，

下幅０�３２～０�４０ｍ，深さ３２�である。底面は皿状で，断面形はＵ字状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。ブロック状に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５０点（坏１０，高坏１，甕３９），須恵器片１点（蓋）が出土している。いずれも細片の

ため図示できない。また，流れ込んだ弥生土器片１点，石器１点（砥石）も出土している。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられるが，詳細は不明である。

第６９号溝跡（第３４７図・付図）

位置 西部３区東部のＡ２ｃ１～Ａ２ｇ３区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３２１・３２２・３３４号住居跡を掘り込み，第６８号溝，第３６８２・３７１８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ａ２ｇ３区から北方向（Ｎ－５°－Ｅ）へほぼ直線的に延び，Ａ２ｃ３区で西方向（Ｎ－８０°－Ｗ）

へ屈曲している。確認できた長さは２０�８０ｍで，上幅０�６４～１�２０ｍ，下幅０�３２～０�４８ｍ，深さ２８�である。底

面は皿状で，断面形はＵ字状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分層される。ブロック状に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５２点（坏７，高坏３，甕４２），土師質土器片２点（内耳鍋）が出土している。いずれ

も細片のため図示できない。また，流れ込んだ弥生土器片３点も出土している。

所見 時期は，重複関係及び出土土器から中世以降と考えられるが，詳細は不明である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３４７図 第６８・６９号溝跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
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第７０号溝跡（第３４８図・付図）

位置 西部３区東部のＡ１ａ９～Ａ２ａ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３７・３３９・３４０号住居跡，第３６６６号土坑を掘り込み，第３６４７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ａ２ａ２区から西方向（Ｎ－８７°－Ｅ）へ直線的に延び，さらに調査区域外へと続いているため，

全体は不明である。確認できた長さは１２�６０ｍで，上幅０�８０ｍ，下幅０�２４～０�４４ｍ，深さ２２�である。底面は

皿状で，断面形はＵ字状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。ブロック状に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏６，高坏１，甕３７，高台付坏２）が出土しているが，いずれも細片であり，

図示できない。また，流れ込んだ弥生土器片３点も出土している。

所見 時期は，重複関係から平安時代以降と考えられるが，詳細は不明である。

第７１号溝跡（第３４９図・付図）

位置 西部４区西部のＢ２ｃ６～Ｂ２ｈ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１４１・３８３号住居跡を掘り込んでいる。第１号道路跡が上面に確認されている。

規模と形状 Ｂ２ｈ６区から北東方向（Ｎ－５°－Ｅ）へ直線的に延び，さらに調査区域外へと続いているた

め，全体は不明である。確認できた長さは２０�４０ｍで，上幅２�８０ｍ，下幅０�３５～０�５０ｍ，深さ８０�である。底

面は平坦で，断面形は逆台形状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ８層に分層される。ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでおり，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２００点（坏１８，高坏３，鉢２，甕１７７），須恵器片２４（坏９，蓋１，甕１４），弥生土器片

１点，石器１点（磨石），土製品１点（支脚）が出土している。土器片は，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係から第１号道路跡が使用された以前と推測されるが，詳細は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第３４８図 第７０号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量
８ 暗 褐 色 鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
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第７２号溝跡（第３５０図・付図）

位置 西部４区西部のＢ２ｅ７～Ｂ２ｇ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３４９号住居跡，第３６８３・３６８８・３７０３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｂ２ｇ９区から西方向（Ｎ－７５°－Ｗ）へほぼ直線的に延び，Ｂ２ｇ８区で北方向（Ｎ－０°）に

屈曲し，そのまま調査区域外に延びているため，全体は不明である。確認できた長さは１５�４０ｍで，上幅０�３８

～０�４８ｍ，下幅０�２０～０�３６ｍ，深さ２０�である。底面は平坦で，断面形はＵ字状である。壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土 単一層であり，ロームブロックを含んだ様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片９４点（坏２５，高坏６，甕６３），須恵器片６点（坏３，高台付坏１，甕２）が出土して

いるが，いずれも細片のため図示できない。また，流れ込んだ弥生土器片４点も出土している。

所見 時期は，平安時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

第７５号溝跡（第３５１図・付図）

位置 西部４区西部のＢ３ｈ９～Ｂ３ｊ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 Ｂ３ｊ９区から北方向（Ｎ－１３°－Ｗ）へ直線的に延び，さらに調査区域外へと続いているため，

全体は不明である。確認できた長さは８�０６ｍで，上幅１�９４ｍ，下幅１�４０～１�６２ｍ，深さ２０～４０�である。底面

は凹凸があり，断面形はＵ字状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

第３４９図 第７１号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第３５０図 第７２号溝跡実測図
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覆土 ２層に分層される。ブロック状に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏８，高台付坏１，甕３０，擂鉢１），須恵器片５点（高台付坏１，甕４），陶器

片３点（碗），石器１点（砥石），鉄滓１点が出土している。Ｑ２４９は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器が細片であるため不明である。

第７７号溝跡（第３５２図・付図）

位置 西部４区中央部のＣ３ｈ９～Ｄ４ａ９区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８６号住居跡，第８１号溝跡を掘り込み，第１１２・１１８号井戸，第３８３９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｄ４ａ９区から西方向（Ｎ－８０°－Ｗ）へ直線的に延びている。確認できた長さは４１�５０ｍで，上

幅１�５２～３�００ｍ，下幅０�２３～０�６６ｍ，深さ４１�である。底面は皿状で，断面形はＵ字状である。壁は緩やかに

立ち上がっている。

覆土 ９層に分層される。ブロック状に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２７０点（坏３４，高坏１３，甕２１３，高台付坏１０），須恵器片４３点（坏１６，高台付坏１，盤

１，甕２５），陶器片４点（常滑），土師質土器片１点（内耳鍋），瓦質土器片１点が出土している。いずれも細

片のため図示できない。また，流れ込んだ縄文土器片７点，弥生土器片３点，鉄滓２点も出土している。

所見 時期は，重複関係から中世以降と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３５１図 第７５号溝跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第７５号溝跡出土遺物観察表（第３５１図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４９ 砥石 ４�５ （４�４） ２�０ （３５�５） 凝灰岩 砥面２面 刃跡有 覆土中 PL８７
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第７９号溝跡（第３５３図・付図）

位置 西部４区東部のＣ４ｈ０～Ｄ４ｇ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１５～４１７・４１９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｄ４ｇ０区から北方向（Ｎ－８°－Ｅ）に直線的に延びている。確認できた長さは３４�６０ｍで，上

幅３�６８ｍ，下幅０�５１～１�７９ｍ，深さ１５０�である。底面は凹凸で，断面形は逆台形状である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土 １０層に分層される。第１～３層は周囲から土砂が流入した様相から，自然堆積と考えられる。第４～６

層はブロック状に不規則に堆積した様相から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７２点，土師器片６９４点（坏６４１，高坏６，高台付坏１，皿１，甕４２，甑２，不明１），

須恵器片４４点（坏２１，高台付坏１，蓋１，甕２１），土師質土器片４点（小皿２，内耳鍋２），陶器片２点（甕），

不明土製品１点，礫９点が出土している。いずれも細片で，埋め戻す際の混入と考えられる。

所見 時期は，平安時代の住居跡を掘り込んでいるが，詳細は不明である。

第３５２図 第７７号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量

第３５３図 第７９号溝跡実測図
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� ピット群

ピットの集中地点が５か所確認されている。ピットの配列に規則性が認められないことから，性格を明

らかにすることができなかった。以下，ピット群として記述し，各ピットの規模などをまとめた表を併せ

て記載する。

第３１号ピット群（第３５４図）

位置 西部３区西区のＡ１ｆ４～Ｂ１ａ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５９４・３６０３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北７�４ｍ，東西８�０ｍの範囲に１９か所のピットが確認された。最大のものは長径６６�，短径４４�

の楕円形で，最小のものは径３０�ほどの円形である。深さは３３～９２�である。

覆土 ７層に分層される。柱痕跡や柱抜き取り痕跡は確認できなかった。

遺物出土状況 縄文土器片１点，弥生土器片１点，土師器片３１点（坏１，高坏１，甕２９），須恵器片３点（坏

２，蓋１）が出土している。いずれも細片で，混入したものと考えられる。

所見 各ピット間に配列の規則性がなく，建物跡を想定できなかったため，性格不明のピット群とした。時期

は，出土土器がいずれも混入であり，重複関係及び周囲の遺構との関連からも不明である。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子微量

表１５ その他の時代の溝跡一覧表

番号 位置 主軸方向 形状
規模

断面 底面 覆土 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

６６
Ａ１ｈ６～
Ａ１ｉ６

Ｎ－３°－Ｅ 直線 （３�２２） ０�６３～
０�７３

０�３５～
０�４６ １８ 皿状 平坦 人為 土師器片

６７
Ａ１ｇ７～
Ａ１ｇ８

Ｎ－８１°－Ｗ 直線 （６�３０） ０�５４～
０�８７

０�３０～
０�５０ １４ Ｕ字状 平坦 人為 弥生土器片 土師器片

６８
Ａ２ｄ３～
Ａ２ｇ３

Ｎ－５°－Ｗ 直線 （１３�２０） ０�８０～
１�０４

０�３２～
０�４０ ３２ Ｕ字状 皿状 人為

弥生土器片 土師器片
須恵器片 石器

６９
Ａ２ｃ１～
Ａ２ｇ３

Ｎ－５°－Ｅ
Ｎ－８０°－Ｗ

Ｌ字状 （２０�８０） ０�６４～
１�２０

０�３２～
０�４８ ２８ Ｕ字状 皿状 人為

弥生土器片 土師器片
土師質土器片

７０
Ａ１ａ９～
Ａ２ａ２

Ｎ－８７°－Ｅ 直線 （１２�６０） ０�８０ ０�２４～
０�４４ ２２ Ｕ字状 皿状 人為 弥生土器片 土師器片

７１
Ｂ２ｃ６～
Ｂ２ｈ６

Ｎ－５°－Ｅ 直線 （２０�４０） ２�８０ ０�３５～
０�５０ ８０ 逆台形 平坦 人為

弥生土器片 土師器片
須恵器片 石器

７２
Ｂ２ｅ７～
Ｂ２ｇ９

Ｎ－７５°－Ｗ
Ｎ－０°

Ｌ字状 （１５�４０） ０�３８～
０�４８

０�２０～
０�３６ ２０ Ｕ字状 平坦 人為

弥生土器片 土師器片
須恵器片 石器

７５
Ｂ３ｈ９～
Ｂ３Ｊ９

Ｎ－１３°－Ｅ 直線 （８�０６） １�９４ １�４０～
１�６２ ４０ Ｕ字状 凹凸 人為

土師器片 須恵器片 陶
器片

７７
Ｃ３ｈ９～
Ｄ４ａ９

Ｎ－８０°－Ｗ 直線 （４１�５０） １�５２～
３�００

０�２３～
０�６６ ４１ Ｕ字状 皿状 人為

縄文土器 弥生土器片 土
師器片 須恵器片 陶器片

７９
Ｃ４ｈ０～
Ｄ４ｇ０

Ｎ－８°－Ｅ 直線 （３４�６０） ３�６８ ０�５１～
１�７９ １５０ 逆台形 凹凸 人為

縄文土器 土師器片 須恵器
片 土師質土器片 陶器片
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第３５４図 第３１号ピット群実測図
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第３３号ピット群（第３５５図）

位置 西部４区西部のＢ３ｆ１～Ｂ３ｈ２区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北８ｍ，東西５ｍの範囲に３５か所のピットが確認された。最大のものは長径８０�，短径６２�の

楕円形及び，最小のものは径１８�ほどの円形で，深さは８～７７�である。

覆土 ２１層に分層される。柱痕跡や柱抜き取り痕跡は確認できなかった。

遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片２３点（坏４，甕１９），須恵器片５点（坏３，蓋２）が出土している。

いずれも細片で，混入したものと考えられる。

所見 各ピット間に配列の規則性がなく，建物跡を想定できなかったため，性格不明のピット群とした。時期

は，出土土器がいずれも混入で，重複関係や周囲の遺構との関連からも不明である。

第３１号ピット群計測表（第３５４図）

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・白色粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粒子微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・白色粒子微量
１８ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，白色粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック多量
２０ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２１ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第３３号ピット群計測表（第３５５図）

番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

Ｐ１ ５２ ３０ ５６ Ｐ８ ３６ ３６ ６１ Ｐ１５ ３４ ３０ ５０

Ｐ２ ５０ （２８） ６６ Ｐ９ ４０ ４０ ５１ Ｐ１６ ３８ ２８ ６２

Ｐ３ ９２ ６６ ５４ Ｐ１０ ４０ ４０ ６８ Ｐ１７ ５０ ４０ ７３

Ｐ４ ３６ ２６ ４９ Ｐ１１ ４０ ４０ ４２ Ｐ１８ ３０ ３０ ７５

Ｐ５ ３６ ２８ ４２ Ｐ１２ ４０ ３８ ５６ Ｐ１９ ３０ ３０ ７５

Ｐ６ ４４ ４４ ８６ Ｐ１３ ４０ ３８ ５６

Ｐ７ ３６ ３２ ６０ Ｐ１４ ５０ ４２ ３３

番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

Ｐ１ ３０ ２８ ４１ Ｐ１３ ４０ ３４ １９ Ｐ２５ ２４ ２２ １４

Ｐ２ ５０ ４６ ２０ Ｐ１４ ２４ ２４ １９ Ｐ２６ ８０ ６２ ２３

Ｐ３ ５２ ４０ ３４ Ｐ１５ ３４ ３０ １１ Ｐ２７ ３６ ３６ ３５

Ｐ４ ３４ ３０ ２６ Ｐ１６ ３０ ２６ ２８ Ｐ２８ ３８ ３６ １５

Ｐ５ ４４ ４０ ２４ Ｐ１７ ２８ ２６ ２５ Ｐ２９ ３２ ２４ １７

Ｐ６ ６０ ４０ ４０ Ｐ１８ ３０ ２４ １０ Ｐ３０ １８ １８ １２

Ｐ７ ３６ ３４ １２ Ｐ１９ ４６ ３８ ２５ Ｐ３１ ３６ ３２ ２３

Ｐ８ ３８ ３４ ８ Ｐ２０ ３８ ３０ ３６ Ｐ３２ ５６ ４２ ７７

Ｐ９ ５６ ２８ １４ Ｐ２１ ２４ ２０ １５ Ｐ３３ ２０ １８ １７

Ｐ１０ ３０ ２８ ３１ Ｐ２２ ２６ ２４ ９ Ｐ３４ ２４ ２２ １６

Ｐ１１ ３８ ３４ ４３ Ｐ２３ ３０ ２６ １０ Ｐ３５ ４０ ２６ １６

Ｐ１２ ５２ ４８ ３６ Ｐ２４ ３０ ２４ １４
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第３５５図 第３３号ピット群実測図
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第３４号ピット群（第３５６図）

位置 西部４区東部のＣ５ｇ５～Ｃ５ｊ６区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南北１５�９ｍ，東西１５�６ｍの範囲に９８か所のピットが確認された。最大のものは長径７８�，短径３４

�で，最小のものは径２０�の円形である。深さは１０～８４�である。

覆土 柱痕跡や柱抜き取り痕跡は確認できず，暗褐色土で締まりが弱い。

第３５６図 第３４号ピット群実測図�
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遺物出土状況 縄文土器片１点，土師器片３２点（坏４，甕２８），須恵器片５点（坏）が出土している。いずれ

も細片で，混入したものと考えられる。

所見 各ピット間に配列の規則性がなく，建物跡を想定できなかったため，性格不明のピット群とした。時期

は，出土土器がいずれも混入で，重複関係や周囲の遺構との関連からも不明である。

第３５７図 第３４号ピット群実測図�
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第３５８図 第３４号ピット群出土遺物実測図

第３４号ピット群集計表（第３５６図）

番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

Ｐ１ ２４ ２０ ２０ Ｐ２６ ３８ ３２ １８ Ｐ５１ ３０ ２６ ２２

Ｐ２ ３４ ３０ ４０ Ｐ２７ ３２ ３０ ２４ Ｐ５２ ３０ ２４ ２８

Ｐ３ ４０ ３６ １６ Ｐ２８ ５４ ３０ ４０ Ｐ５３ ２８ ２６ ３６

Ｐ４ ３２ ２４ ５０ Ｐ２９ ２５ ２３ ３０ Ｐ５４ ２８ ２６ ３８

Ｐ５ ２８ ３２ ７０ Ｐ３０ ２４ ２２ １４ Ｐ５５ ２４ ２０ ３６

Ｐ６ ５４ ４６ ４８ Ｐ３１ ２２ ２２ ３０ Ｐ５６ ２８ ２６ ４２

Ｐ７ ４８ ４６ １６ Ｐ３２ ３８ ３０ ４４ Ｐ５７ ３４ ３２ ４６

Ｐ８ ６２ ５４ １０ Ｐ３３ ３４ ２４ ３０ Ｐ５８ ５０ ３６ ３０

Ｐ９ ２６ ２２ ３２ Ｐ３４ ２２ ２２ ２０ Ｐ５９ ７８ ３４ １２

Ｐ１０ ６４ ４２ ２２ Ｐ３５ ２２ ２２ ２２ Ｐ６０ ３２ ２８ ４０

Ｐ１１ ６６ ４０ １６ Ｐ３６ ３６ ２８ ４０ Ｐ６１ ２０ ２０ ３４

Ｐ１２ ６１ ３４ ２８ Ｐ３７ ２４ ２０ ２６ Ｐ６２ ２２ ２０ １６

Ｐ１３ ３４ ２２ ３４ Ｐ３８ ４０ ３６ １８ Ｐ６３ ３４ ２８ ７２

Ｐ１４ ２６ ２４ ２２ Ｐ３９ ４４ ２４ １４ Ｐ６４ ４０ ３６ ４８

Ｐ１５ ２８ ２６ ３２ Ｐ４０ ５０ ４０ ３８ Ｐ６５ ４６ ４０ ４２

Ｐ１６ ３６ ３４ ４０ Ｐ４１ ７０ ４４ １８ Ｐ６６ ２４ ２０ ２０

Ｐ１７ ３０ ３０ ３８ Ｐ４２ ３２ ２８ ３２ Ｐ６７ ３４ ３０ ４４

Ｐ１８ ３０ ２４ ４８ Ｐ４３ ３０ ２４ ３０ Ｐ６８ ３０ ２８ ３２

Ｐ１９ ２６ ２０ ２３ Ｐ４４ ４８ ３４ ３０ Ｐ６９ ２８ ２４ １０

Ｐ２０ ２８ ２６ ４６ Ｐ４５ ２８ ２６ ２０ Ｐ７０ ３２ ２８ ２０

Ｐ２１ ３４ ２８ ２８ Ｐ４６ ２４ ２４ ３０ Ｐ７１ ２６ ２２ ２６

Ｐ２２ ４４ ３２ ４４ Ｐ４７ ６２ ４２ １６ Ｐ７２ ３０ ３０ ２２

Ｐ２３ ３２ ３０ ５２ Ｐ４８ ２４ ２２ ６８ Ｐ７３ ３０ ２４ ４４

Ｐ２４ ２８ ２６ ２４ Ｐ４９ ３０ ３０ ３０ Ｐ７４ ３６ ３２ ４２

Ｐ２５ ２６ ２４ ４４ Ｐ５０ ３０ ２４ ４８ Ｐ７５ ３４ ３０ ４８

第３４号ピット群遺物観察表（第３５８図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６０ 鏃 （１４�００） １�００ ０�４６ （１０�００） 鉄 断面方形の棒状 覆土中 PL９０

番号 銭名 径 孔 厚さ 重さ 初鋳年 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６１大観通寳 ２�４５ ０�６３ ０�１５ ２�３２ １１０７ 銅 真書 覆土中 PL９０

―４０３―



第３５号ピット群（第３５９図）

位置 西部４区中央部のＣ４ｃ５～Ｃ４ｄ７区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北６�０ｍ，東西８�４ｍの範囲に２１か所のピットが確認された。最大のものは径５０�のほぼ円形で，

最小のものは長径２０�，短径１６�の楕円形である。深さは１２～５２�である。

覆土 ６層に分層される。柱痕跡や柱抜き取り痕跡は確認できなかった。

遺物出土状況 弥生土器片１点，土師器片２３点（坏４，甕１９），須恵器片５点（坏３，蓋２）が出土している。

いずれも細片で，混入したものと考えられる。

所見 各ピット間に配列の規則性がなく，建物跡を想定できなかったため，性格不明のピット群とした。時期

は，出土土器がいずれも混入で，重複関係や周囲の遺構との関連からも不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ にぶい褐色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ にぶい褐色 ロームブロック少量

第３５号ピット群集計表（第３５９図）

番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

Ｐ７６ ３６ ３０ ４０ Ｐ８４ ３６ ３０ ２４ Ｐ９２ ３４ ３４ ４０

Ｐ７７ ４６ ３４ ８４ Ｐ８５ ８０ ７６ ３０ Ｐ９３ ３０ ２２ ４０

Ｐ７８ ２８ ２６ ４０ Ｐ８６ ２８ ２６ ３４ Ｐ９４ ４０ ３０ ６０

Ｐ７９ ３０ ２６ ３０ Ｐ８７ ３４ ３０ ３４ Ｐ９５ ３４ ３０ ３４

Ｐ８０ ３０ ３０ ４４ Ｐ８８ ２６ ２４ ２４ Ｐ９６ ２８ ２８ ５０

Ｐ８１ ３４ ３０ ３２ Ｐ８９ ２２ ２０ ３４ Ｐ９７ ２８ ２２ ３４

Ｐ８２ ４０ ３６ ３９ Ｐ９０ ２６ １４ ２６ Ｐ９８ ４０ ３２ ３４

Ｐ８３ ２８ ２２ ２６ Ｐ９１ ２８ ３０ ２６

番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

Ｐ１ ３６ ３０ ３２ Ｐ８ ４２ ４０ ４０ Ｐ１５ ３８ ３０ ２４

Ｐ２ ３４ ３４ ４２ Ｐ９ ２８ ２６ ４２ Ｐ１６ ３０ ３０ ２８

Ｐ３ ５０ ４２ ５２ Ｐ１０ ２６ ２４ ４２ Ｐ１７ ３０ ２８ ２４

Ｐ４ ４２ ４０ ４２ Ｐ１１ ３０ ３０ １２ Ｐ１８ ４０ ３６ ３４

Ｐ５ ４０ ３４ ５０ Ｐ１２ ３０ ２２ ２２ Ｐ１９ ２８ ２８ ２９

Ｐ６ ３０ ２８ ３２ Ｐ１３ ３８ ３０ ３４ Ｐ２０ ４２ ３６ １６

Ｐ７ ４０ ３８ ３８ Ｐ１４ ３８ ３２ ３６ Ｐ２１ ２０ １６ ２４

―４０４―



第３６号ピット群（第３６０図）

位置 西部４区中央部のＣ５ｊ０区で，標高４８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北０�８ｍ，東西３�２ｍの範囲に５か所のピットが確認された。最大のものは長径５０�，短径３６�

の楕円形で，最小のものは径２４�のほぼ円形で，深さは１４～３２�である。

覆土 柱痕跡や柱抜き取り痕跡は確認できず，暗褐色土で締まりが弱い。

所見 各ピット間に配列の規則性がなく，建物跡を想定できなかったため，性格不明のピット群とした。時期

は，出土土器がいずれも混入で，重複関係や周囲の遺構との関連からも不明である。

第３５９図 第３５号ピット群実測図

―４０５―



� 遺構外出土遺物（第３６１～３６５図）

今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図及び観察表で掲載する。

第３６０図 第３６号ピット群実測図

第３６号ピット群集計表（第３６０図）

第３６１図 遺構外出土遺物実測図�

番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 番号 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

Ｐ１ ２４ ２２ ２４ Ｐ３ ４６ ４６ １６ Ｐ５ ４２ ３４ ２４

Ｐ２ ５０ ３６ １４ Ｐ４ ３６ ３６ ３２

表１６ ピット群一覧表

番号 位置 ピット数
大ピット 小ピット 深さ

（�） 出土遺物 備考
長径（ｍ）短径（ｍ）平面形 長径（ｍ）短径（ｍ）平面形

３１ Ａ１ｆ４～Ｂ１ａ６ １９ １�４４ ０�６６ 楕円形 ０�３ ０�３ 円形 ３３～９２ 縄文土器片 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３３ Ｂ３ｆ１～Ｂ３ｈ２ ３５ ０�８０ ０�６２ 楕円形 ０�１８ ０�１８ 円形 ８～７１ 弥生土器片 土師器片 須恵器片

３４ Ｃ５ｇ５～Ｃ５ｊ６ ９８ ０�８０ ０�７６ 円形 ０�２ ０�２ 円形 １６～８４ 縄文土器片 土師器片 須恵器片 古銭 鉄鏃

３５ Ｃ４ｃ５～Ｃ４ｄ７ ２１ ０�５０ ０�４２ 円形 ０�２ ０�１６ 楕円形 １２～５０ 土師器片 須恵器片

３６ Ｃ５ｊ０ ５ ０�５０ ０�３６ 楕円形 ０�２４ ０�２２ 円形 １４～２２

―４０６―



第３６２図 遺構外出土遺物実測図�

―４０７―



第３６３図 遺構外出土遺物実測図�

―４０８―



第３６４図 遺構外出土遺物実測図�

―４０９―



第３６５図 遺構外出土遺物実測図�

―４１０―



遺構外出土遺物観察表（第３６１～３６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様及び手法の特徴 出土位置 備考

２４８６ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） －
石英・長石・
雲母

にぶい
褐

普通
沈線による区画内に縄文施文 波頂部から
口唇部に沈線文施文

SE１０７ １０％

２４８７ 弥生土器 壺 １４�８（１０�１） － 長石・雲母
にぶい
橙

普通
口唇部縄文施文 口縁部付加条二種（付加
２条）縄文施文 頸部櫛歯状工具（５本櫛
歯）による波状文施文

SI３５２
覆土中

１０％ PL７９

２４８８ 弥生土器 壺 ［１４�８］（１０�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁貼付け 口縁部縄文施文 口唇部に縄文原体押圧 表土 ５％ PL７９

２４８９ 弥生土器 壺 － （２�９） １０�８ 石英・長石・
雲母

にぶい
黄褐

普通
胴部付加条一種（付加２条）縄文施文 底
部木葉痕

SI３２６
覆土中

１０％

２４９０ 弥生土器 壺 － （３�１）［６�６］ 石英・雲母 にぶい
黄褐

普通
胴部付加条二種（付加２条）縄文施文 底
部木葉痕

SI３６１
覆土中

５％

２４９１ 土師器 坏 １１�４ ４�５ ５�８ 長石・雲母・
赤色粒子

橙 普通
口縁部外面横ナデ後磨き 内面磨き 体部
下端ヘラ削り 外面不明瞭な磨き

４区表土 ７０％ PL７５

２４９２ 土師器 坏 １３�３ ６�０ － 石英・雲母 橙 普通 口縁部 体部内・外面横方向のヘラ磨き 表土 ５０％

２４９３ 土師器 坏 ［１３�２］（４�０） － 石英・雲母 明赤褐 普通 内面磨き 表土
５％
墨書「□□」

PL８２

２４９４ 須恵器 坏 １３�４ ３�５ １０�０ 長石 灰 普通 ロクロ調整 底部一方向のヘラ削り 表土 ７０％ PL７５

２４９５ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�５ ９�７ 石英・黒色粒子 灰 普通 体部外面一部自然釉 底部回転ヘラ切り後ナデ ４区表土 ８０％ PL７５

２４９６ 須恵器 坏 １３�２ ４�９ ６�０ 石英・長石 灰 普通
ロクロ調整 底部一方向のヘラ削り 体部
下端ヘラ削り

４区表土 ７０％ PL７５

２４９７ 須恵器 坏 ［１０�０］ ２�９ ５�７ 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り 表土 ４０％ PL７５

２４９８ 土師器 高坏 － （４�６） － 石英・長石・雲母 橙 普通 坏部内面磨き 表土 ５％

２４９９ミニチュア土器 － ４�７ ２�８ ３�５ 長石・雲母
にぶい
橙

普通 体部外面削り 表土 １００％ PL７７

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様及び手法の特徴 出土位置 備考

TP４３５縄文土器 深鉢 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部無文 体部ＲＬの縄文施文 ３区表土 PL８４

TP４３６縄文土器 深鉢 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部隆帯貼付け ＬＲの縄文施文後２条の平行沈線による区画 SI３９８ PL８４

TP４４３縄文土器 深鉢 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 胴部縄文施文 斜位の平行沈線施文 SI３４４ PL８４

TP４３８弥生土器 高坏ヵ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 ナデ後ヘラ磨き SI３６１ PL８４

TP４３９弥生土器 壺 石英・雲母 黒褐 普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文
縄文原体押圧 瘤貼付け

SI３４８ PL８４

TP４４０弥生土器 壺 石英・雲母 灰黄 普通 口唇部縄文施文 頸部波状文 SI３２４ PL８４

TP４４１弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

灰黄 普通
口唇部縄文施文 口縁部単節ＲＬ縄文施文 櫛歯状工具（６本
櫛歯）による歯状施文

SI３３４ PL８４

TP４４２弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

橙 普通
口唇部縄文施文 口縁部折り返し状にヘラ状工具押圧 口縁部
付加条一種（付加１条）縄文施文

SI３６１ PL８４

TP４３７弥生土器 壺 石英・長石・雲母 明褐 普通 口唇部縄文施文 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文 SI３５７ PL８４

TP４４４弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

にぶい
橙

普通
頸部櫛歯状工具（６本櫛歯）による簾状文施文 胴部付加条一
種（付加１条）縄文施文

SI３６１ PL８４

TP４４５弥生土器 壺 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 頸部沈線による連弧文 SI３３５ PL８４

TP４４６弥生土器 壺 白色粒子 にぶい褐 普通 口縁部付加条一種（付加２条）縄文施文 ＳＫ３６９３ PL８４

TP４４７弥生土器 壺 雲母 橙 普通 頸部無文 胴部付加条一種（付加２条）縄文を羽状に構成 SI３３４ PL８４

TP４４８弥生土器 壺 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 頸部櫛歯状工具（４本櫛歯）の縦走文施文後同一工具による横走文施文 SI３３４ PL８４

TP４４９弥生土器 壺 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 口縁部付加条一種（軸縄不明）縄文施文 頸部単沈線文施文 SI３３４ PL８４

TP４５０弥生土器 壺 長石・雲母 橙 普通 胴部付加条一種（軸縄不明）縄文を羽状に構成 SI３４８ PL８４

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 絵付 釉色 釉薬 産地 年代 出土位置 備考

２５００ 磁器 碗 － （２�６）［５�４］ 緻密 灰黄 － 灰オリーブ 灰釉 瀬戸・美濃 １３～１４世紀
SI４０９
覆土中

２０％

２５０１ 青磁 碗 － （３�２） － 緻密 灰 － 緑灰 青磁釉 龍泉窯系 －
SI３８８
覆土中

５％

２５０２ 青磁 碗 ［１６�０］（３�６） － 緻密 灰 － 灰オリーブ 青磁釉 龍泉窯系 －
SI３５７
覆土中

５％

―４１１―



番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様及び手法の特徴 出土位置 備考

TP４５１弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
頸部櫛歯状工具（１０本櫛歯）による横走文施文 胴部付加条一
種（付加２条）縄文施文

SI３４８ PL８４

TP４５２弥生土器 壺 石英・長石・雲母 黒褐 普通 頸部櫛歯状工具（５本櫛歯）による波状文施文 SI３３４ PL８４

TP４５３弥生土器 壺 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 頸部櫛歯状工具（７本櫛歯）による波状文施文 SI３４８ PL８４

TP４５４弥生土器 壺 石英・雲母 明赤褐 普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（軸縄不明）縄文を羽
状に構成 羽状の中心に結節部押圧

３区表土 PL８４

TP４５５弥生土器 壺
石英・長石・雲
母・白色粒子

橙 普通
口唇部縄文施文 口縁部下端縄文原体押圧 頸部沈線による斜
格子文施文

３区表土 PL８４

TP４５６弥生土器 壺 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 頸部縄文原体押圧 縦方向に赤彩後斜め方向の沈線施文 ３区表土 PL８４

TP４５７弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

にぶい
赤褐

普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（軸縄不明）縄文を羽
状に構成 羽状の中心に結節部押圧

３区表土 PL８４

TP４５８弥生土器 壺
石英・長石・
白色粒子

にぶい
赤褐

普通
口縁部折り返し状に隆帯作り出し 縄文原体押圧 頸部櫛歯状
工具（８本櫛歯）による山形文施文ヵ

３区表土 PL８４

TP４５９弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

にぶい
黄橙

普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部二段に縄文原体押圧の複合口縁
上・下段とも縄文原体押圧 口縁部無文

表土 PL８４

TP４６０弥生土器 壺
石英・長石・
白色粒子

黒褐 普通
口唇部縄文原体押圧 口縁部付加条一種（付加２条）縄文を羽
状に構成 羽状の中心に結節部押圧

３区表土 PL８４

TP４６１弥生土器 壺
石英・長石・
雲母

明赤褐 普通
頸部櫛歯状工具（５本櫛歯）による縦区画 区画内に波状文（５
本）施文

３区表土 PL８４

番号 器種 長さ 幅 孔径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP６９ 土錘 ６�４７ ４�０２ １�３７ １０６�９０ 石英・長石 ナデ 表土 PL８５

番号 器種 径 幅 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP７０ 支脚 １６�５ ７�５ ６�１ ８０７�０ 石英・長石 円柱形で裾部がやや開く 側面ナデ 表土 PL８５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 胎土 色調 焼成 特徴 出土位置 備考

DP７１ 不明 ３�４８ ３�５２ １�０ １０�３０ 石英・長石・
雲母

明褐 普通 指頭による押さえ 孔径０�２２� 表土

番号 器種 高さ 最大径最大厚 胎土 色調 焼成 特徴 出土位置 備考

DP７２円筒埴輪（８�１）［２７�０］（２�３） 石英・長石・
雲母

明赤褐 普通 外面上位横方向のハケ目 下位縦方向のハケ目 表土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５０ 尖頭器 （５�３６） ３�０２ １�４６ （２２�６） チャート 両面押圧剥離による加工 SK３６１９ PL８９

Ｑ２５１ 剥片 ３�９８ ４�３１ ０�９１ １０�７ チャート 二次加工を有する ３区表土 PL８９

Ｑ２５２ 石鏃 ２�０６ １�８８ ０�３６ ０�９４ 黒曜石 両面押圧剥離による加工 無茎 SK３８７７ PL８６

Ｑ２５３ 剥片 ２�６５ ２�０７ ０�４５ １�９０ 黒曜石 二次加工を有する SK３７４６ PL８６

Ｑ２５４打製石斧 １１�３ ８�５ ２�７ ３３２�０ 輝石安山岩 分銅形 刃部は片面加工 SK３８１２ PL８８

Ｑ２５５磨製石斧 （４�８） ３�９ ３�１ （７７�２） ホルンフェルス 刃部は両面加工 器面研磨 ３区表土

Ｑ２５６磨製石斧 （１０�８） ５�２５ ２�７５ （２４１�０）ホルンフェルス 定角式 器面研磨 SD６７ PL８８

Ｑ２５７ 磨石 １２�４ ９�３ ７�４ １２３０�０ 輝石安山岩 全面にすり痕 叩き痕有 SK３７２９ PL８８

Ｑ２５８ 磨石 １１�８ ７�２ ４�６ ５８０�０ 輝石安山岩 両面にすり痕 SD７１ PL８８

Ｑ２５９ 磨石 （７�１） ６�４ ４�３ （２９８�０） 輝石安山岩 凹部有 表土

番号 器種 径 厚さ 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP６８ 小玉 １�０７～１�３１ １�０５ １�４ 雲母 外形ゆがみ 孔径０�２０� 表土（Ｂ１ｂ３） PL８５
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番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６０ 凹石 ２５�６ （１５�１） ９�４ （４０４０�０） 花崗閃緑岩 凹部３か所 SI３９１ PL８８

Ｑ２６１ 凹石 （１９�３） １６�１ （９�１）（３７６０�０） 花崗閃緑岩 表６か所 裏５か所 側面２か所の凹部有 表土

Ｑ２６２ 砥石 （４�２） １�９ １�７ （２０�３） 凝灰岩 砥面４面 ４区表土

Ｑ２６３有孔円板 ２�２９ ２�２２ ０�３５ （３�３６） 滑石 両面研磨 孔径０�１１� 表土

Ｑ２６４剣形模造品 ５�４６ ２�２９ ０�７７ １０�６ 蛇紋岩 基部に１孔 片面に鎬有 磨痕顕著 孔径０�３２� SI３５８ PL８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６２ 小刀 ２５�０ ２�８ ０�４ ５９�２ 鉄 両関片刃 ４区表土 PL９０

Ｍ１６３ 小刀ヵ （５�１） ２�１ ０�３８（１１�８） 鉄 片関 刃部茎部欠損 表土 PL９０

Ｍ１６４ 煙管 ３�９１ １�４１ １�９３ ５�０５ 銅 火皿部孔径０�６８� 上部に継目 断面円形 SI３２４
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当遺跡は，平成１４・１５・１７年度に調査が行われ，これまでに縄文時代から中・近世にかけての遺構が多数確

認されている。本節では，今回の調査の成果に既報告の内容を併せ，当遺跡についての若干の考察を加え，主

に住居跡を中心として概観を述べていくこととしたい。時期については既報告を踏襲することとし，土器の編

年については「犬田神社前遺跡１」１）（以下，「犬田１」）「犬田神社前遺跡２」２）（以下，「犬田２」）を準拠す

るとともに，「辰海道遺跡１」３）（以下「辰街道１」）を参考にしている。なお，住居跡の時期については，そ

の後の調査を含め，遺構や遺物の様相，遺構間の重複関係から検討し，細分するように努めた。また，時期の

不明確な住居に関しては，得られた情報では細分できない場合もあった。

１ 縄文時代（第３６６図）

縄文時代の遺構としては，「犬田１」で竪穴住居跡６軒，土坑１０基が報告されている。今回の調査では確

認されていないので，住居跡の位置の掲載にとどめておく。

２ 弥生時代（第３６６図）

弥生時代の遺構としては，今回の調査で，竪穴住居跡５軒が確認されている。「犬田２」で，竪穴住居跡

９軒確認されているので，合わせて１４軒となる。該当する住居跡は，第１３４・１４２・１４７・１６８・１７５・１９３・１９５・

２０８・２３６・３０７・３１５・３１６・３２２・３４０号住居跡である。

出土遺物は，主に壺形土器片，高坏形土器片，紡錘車などである。弥生土器の破片は，古墳・奈良・平安

時代の住居跡や土坑，溝跡，中世以降の方形竪穴遺構や地下式坑，溝跡などからも出土しており，弥生時代

の遺構が重複する遺構によって削平を受け，多くの遺物が調査区内に散見するようになったと考えられる。

土器片のほとんどが壺形土器で，その文様は大別すると口縁部，頸部，胴部の３つの文様帯で構成されてい

るものが多い。口縁部は，折り返し口縁と複合口縁，単純口縁のものが見られる。頸部は多様な文様が施さ

れている。櫛歯状工具により多条櫛描文が施されたものには，鋸歯状文，山形文，横位の波状文などの構成

が見られる。胴部には，付加条一種（付加２条）縄文が施文されたものが最も多く，中には付加条一種（付

加１条）縄文と単節縄文を施文したものも見られる。施文の方向は，一方向のものと羽状構成をとるものが

ある。

住居跡の規模は，第３１６号住居跡の南北軸７�４０ｍ，東西軸６�１３ｍが残存しているものとしては最大であり，

第１９５号住居跡の一辺３�１ｍが最小である。ほとんどの住居跡は，一辺が３～５ｍを軸長としており，この時

期の平均的な住居跡の規模である。平面形は長方形や方形を主体としている。残存している壁高は１０～２０�

で確認された住居跡が多く，３０�を超える深さを確認できたのは，第１９３号住居跡と第３０７号住居跡の２軒で

ある。主柱穴は，第２３６・３２２・３４０号住居跡など１０軒で，出入り口施設に伴うピットは，第３１６・３２２号住居

跡など９軒で確認されている。炉跡は，第１３４・２０８号住居跡を除くすべての住居跡で確認されており，第２３６

号住居跡では２か所，第３１６号住居跡では３か所確認されている。これらの炉は，すべて地床炉であり，第

１４２・１４７・２３６・３１５・３１６・３４０号住居跡の炉には炉石が付設されていた。これまでに十王台式土器と上稲吉

式土器の文化圏において確認された住居跡では比較的炉石を伴う例が多いことが指摘されている４）。近隣の

遺跡では，松田古墳群５），加茂遺跡６），当向遺跡１７）などで，炉石が敷設された住居跡が報告されている。こ

れらの事例は，県西域における炉石の導入と時期について，文化圏とあわせて検討していくために意味をも

第４節 ま と め
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つものと考えられる。

これらの住居跡は，調査区の西部にまとまって確認されている。第１３４・１４２・１４７・１６８・１７５・１９３・１９５・

２０８・２３６号住居跡は，単位集落を形成しており，１０ｍほどの距離をおいて住居跡が隣接している。第３０７・

３１５・３１６・３２２号住居跡は，前述の集落から８０ｍほど北側の位置に形成された集落である。これらの集落は，

調査区の中で最も低地に望む地域にあり，生業のため土地に利便性を求めたものと考えられる。

３ 古墳時代（第３６７・３６８図）

� 前期（４世紀頃）

この時期に該当する住居跡は，本報告で１軒，「犬田２」で１軒の計２軒である。時期は，第１６４号住居

跡が４世紀中葉，第３４７号住居跡が４世紀後葉である。

第１６４・３４７号住居跡は，標高約４８ｍの緩やかな台地上に所在している。この時期の集落は，北西部の調

査区域外に広がっていく可能性が高い。

住居跡の規模は，第３４７号住居跡の残存している床面積が約３２�であるのに対し，第１６４号住居跡は約２０

�と小規模である。

出土土器は，坩・器台・高坏・壺・甕・小形甕・甑などの供膳具と煮沸具が出土している。その中で，

当遺跡から出土している台付甕に見られる特徴は，球形からやや長胴化したもので，全体に斜位のハケ目

調整が施されている。近隣に存在する辰海道遺跡から出土している台付甕は胴部上半にハケ目調整，胴部

下半はヘラ削りが施されているが，器種の特徴からほぼ同時期と判断できる。

� 中期（５世紀頃）

この時期の住居跡と判断されるのは，本報告で１４軒，「犬田１」で４軒，「犬田２」で１０軒の計２８軒であ

る。時期は，第１０７号住居跡が５世紀前葉，第３０５・３１１・３１３・３１９・３２３・３３４・３５１・３５５号住居跡の８軒

が５世 紀 中 葉，第９・３１・４５・６２・１０８・１１０・１１４・１２８・１３７・１７２・１７３・１９４・２０２・３０８・３１７・３７２・

３７５・３７８・３９６号住居跡の１９軒が５世紀後葉に該当している。当遺跡において，大きな集落が形成される

時期といえる。

５世紀前葉の住居跡は，標高４７～４８ｍの中央部西側の台地上に存在している。集落としては前代同様住

居跡数が少なく，集落の中心は調査区域外にあったと推定される。

５世紀中葉の住居跡は，北西部にまとまって確認されており，集落の配置や主軸方向から，２つの単位

集団の存在が認められる。第３０５・３１１・３１３・３１９・３２３・３３４号住居跡の６軒は調査区北西部の北側におい

て，数ｍ間隔で隣接しており，単位集団を形成している。第３５１・３５５号住居跡の２軒は，中央部の西部に

主軸方向をほぼ同じにしており，小集団が形成されている。

５世紀後葉では，２か所の単位集団を確認することができる。第１０８・１１０・１１４・１２８・１３７・１７２・１７３・

１９４・２０２号住居跡が，調査区北西部の南側から中央部にかけて集落を形成していると考えられる。また，

調査区中央部には，第３７２・３７５・３７８・３９６号住居跡が隣接しており，４軒の小さな集落を形成している。

この時期の住居跡の主軸方向は，ほとんどが北西を指している。規模は，５世紀中葉の住居跡の床面積

を平均すると，床面積約３０�である。この中で，第３１３号住居跡は，床面積５３�６�と大規模な住居跡であ

る。出土遺物では，�に酷似した須恵器の短頸壺が出土しており，威信財的な役割を担っていた遺物では

ないかと考えられる。第３１３号住居跡は，この集団の中心的役割を果たしていたと考えられる。後葉にお

いては，第１７２号住居跡は床面積６０�７�，第３７５号住居跡は床面積５０�４９�で，比較的規模の大きい住居跡
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であり，単位集団の中心的役割を担っていたものと考えられる。住居形態において，５世紀後葉から６世

紀初頭にかけては，炉から竈に移行する時期である。炉を有する住居跡が２６軒，炉と竈を有する住居跡が

２軒，確認されている。その中で第１７２・３９６号住居跡は，炉と竈を併設している住居跡で，壁に粘土を貼

り付けた「初期竈」であり，注目される。

中期における土器は，第３０５・３１９号住居跡でみられるような平底の坏が主体である。また，第３１１・３３４

号住居跡から出土した高坏は，器高が高く，脚部がエンタシス状の特徴をもつもので，辰海道遺跡の第５

期に見られる高坏と同様の形状をしている。中期の後葉になると，坏，高坏，甕等が中心に出土するよう

になる。坏の底部は平底から丸底へ変化し，口縁部外面に稜を持ち直立するような器形が認められるよう

になる。また，第３０８・３７８号住居跡から出土した坏（１７８２・２０１３・２０１５）は，丸底で頸部のくびれが強い

ことが特徴で，当遺跡では，５世紀後葉から６世紀中葉の住居跡において多く出土している。

また，前代に引き続いて，祭祀に関係すると考えられる遺物として臼玉や手捏土器がみられる。２０１９は

須恵器の蓋（第３７８号住居跡）であり，８６０は須恵器の坏（第１１４号住居跡）であって，搬入品であること

が確認されている。辰海道遺跡においても，須恵器の坏や蓋の模倣坏が増えてくるのがこの時期である。

この点において，他地域との交流から，新たな物資と文化の流入を考えることができる。

第３２３号住居跡からは剣形品が出土している。剣形品等の石製模造品は，中期終わり頃から後期初頭，

すなわち５世紀後半から６世紀頃になると盛んに生産されるようになる８）。第３２３号住居跡は，出土土器か

ら中葉と判断したので，ほぼこの時期と一致する。当遺跡においては，石製模造品工房は確認されていな

いので，調査区域外に工房があった可能性も考えられるが，流通によってもたらされた可能性も推測され

る。つくば市の元宮本前山遺跡においては，５世紀前半の石製模造品工房跡が確認されたと報告されてい

るが９），当遺跡との関連を言及することはできない。一方，「犬田２」において，第１０８号住居跡出土の臼

玉の石材は，常陸太田市付近の里川流域のものという報告がある。この常陸太田市産の原材料について，

ひたちなか市の武田西塙遺跡では，石製模造品工房が，集落内における石製模造品祭祀の隆盛に伴って，

その製作技法等と共に竈を有するという新しい住居形態が伝わってきたのではないかと示している１０）。当

遺跡と他地域との交流を考えるとき，これらの報告を参照にすると，いかにして新しい文化や物資が搬入

されたのか，その手段と担い手について考察することが今後の課題である。

� 後期（６・７世紀頃）

ア ６世紀

６世紀の住居跡と判断されるのは，本報告で１３軒，「犬田１」で８軒，「犬田２」で６軒の計２７軒であ

る。時期は，第１・５１・６５・６６・７３・８８・１２５・１５５・１８４・２１８・３５２・３６９・３８５・３９２号住居跡の１４軒が

６世紀前葉，第１０２・３５４・３７９・３８７・３８８号住居跡の５軒が６世紀中葉，第６・２４・２１３・３０６・３４８・３５７・

３７６・３８３号住居跡の８軒が６世紀後葉に該当している。

前葉では，調査区南東部の西側において，第５１・６５・６６・７３号住居跡は隣接しており，単位集団が形

成されている。この単位集団の中で，第７３号住居跡が最大の規模といえ，床面積は３３�１�である。

中葉では，第３５４・３５７・３７９号住居跡が調査区中央部の西側において３軒隣接しており，単位集団を

形成していると考えられる。第３８７・３８８号住居跡の２軒も中央部で隣接している。

後葉では，調査区中央部の西側で，第２１３・３４８・３８３号住居跡がまとまっており，単位集団を形成し

ている。第３４８号住居跡は床面積６４�２�と大規模で，この集団の中心と考えられる。

規模は，６世紀前葉において前時期より小規模化しており，軸長は３～４ｍで約１ｍずつ小さくなっ
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ている。中葉においては床面積２０�以下から４０�以上のものまであり，一様ではない。第３５４号住居跡

の床面積は４３�０�で最大である。後葉において平均的な住居跡の規模は，１辺５ｍ台で，床面積は２８～

３０�である。第３４８号住居跡は，長軸８�１０ｍ，短軸７�９３ｍ，床面積６４�２�と大規模で，この集団の中心

的な存在と考えられる。

出土土器では，前葉には坏や甕が多くみられる。坏は前代に比べて口縁部が外傾するようになってき

ており，甕の胴部は球形からやや長胴化してきている。高坏もみられるが，脚部が太く短いものに変化

してきている。これらの傾向は辰海道遺跡出土の土器とほぼ同様であるが，坩の出土状況において差異

が見られる。坩は後期にはあまり出土しないとされており，辰海道遺跡でも確認されていないが，当遺

跡では坩がこの時期にも出土しているのが特徴的である。中葉になると，第３５４号住居跡出土の坏（１９８０）

と辰海道遺跡出土の７３２に類似性が見られる。また，第３８７号住居跡出土の坏（２０３４）は，頸部のくびれ

の大きい当遺跡に特徴的なものである。後葉になると，坏類の内面の磨きや外面の削りが減少し，ナデ

調整が多く見られるようになってくる。

イ ７世紀

７世紀の住居跡は，本報告で８軒，「犬田１」で２軒，「犬田２」で１４軒の計２４軒である。時期は，第

６１・１０１・１０４・１０６・１１７・１５０・１６２・１７８・２０１・２０９・２３７・３０４・３２６・３３２・３４３号住居跡の１５軒が７世

紀前葉，第２３・１６９号住居跡の２軒が７世紀中葉，第１０９・１８７・２０３・２０５・３０９・３１２・３１８号住居跡の７

軒が７世紀後葉に該当している。

前葉では，調査区北西部の北側において，第１０４・３０４・３２６・３３２・３４３号住居跡が隣接しており，単

位集団を形成している。また，調査区北西部の南側から調査区中央部にかけて，第１０１・１１７・１５０・１６９・

１７８・２０１号住居跡が隣接しており，別の単位集団を形成している。第３３２号住居跡は床面積が４６�１�で，

第１５０号住居跡は床面積が６４�４�で，それぞれの単位集団の中で最大の規模を誇り，中心的な存在と考

えられる。

中葉に該当する２軒は，それぞれ独立して存在しており，この時期に住居跡の存在が希薄になると考

えられる。

後葉では調査区北西部の北側において，第１０９・３０９・３１２・３１８号住居跡が隣接しており，単位集団と

見られ，第３０９号住居跡がやや規模が大きく中心的な存在と考えられる。調査区中央部の西部において，

第１８７・２０３・２０５号住居跡は隣接しており，３軒とも規模の同様な住居跡で，小集団を形成していたと

考えられる。

規模では，小規模（床面積において２０～２５�程度）の住居跡が多く，その中に中規模（床面積におい

て３６�程度）の住居跡が少数存在している。さらに大規模（床面積において約７０�）の住居跡が１軒存

在して構成されている。内部施設では，竈を有する住居跡は，前葉で１６軒中１０軒，中葉で２軒中２軒，

後葉で７軒中６軒である。貯蔵穴を有するのは前葉の住居跡で３軒だけである。

出土遺物では，前葉では前時期同様に坏や甕が多い。坏の器形では，扁平に変化し，外面の稜が不明

瞭になってきている。また，甑の調整では，内面の磨きが少なくなってきている。甕では，長胴形のも

のと胴部の丸形のものとが混在している傾向がみられる。中葉の時期においては，前葉との差異，後葉

との差異について今後検討の余地がある。今回，中葉に区分した土器が前葉または後葉に含まれる可能

性もある。後葉においては，坏・甕が中心であり，坏は前代と同様に扁平な形状である。第３１８号住居

跡出土の甕（１８３６）は，前葉に見られる長胴のものとはやや異なり，中葉から後葉にかけての特徴的な

―４１９―
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形状といえる。第３０９号出土の土師器の坏（１７８４）は，模倣坏でやはりこの時期に多く見られるもので

ある。

４ 奈良・平安時代（第３６９・３７０図）

� 奈良時代

この時期の住居跡は，本報告で１７軒，「犬田１」で３軒，「犬田２」で１１軒の計３１軒である。時期は，第

３４・１０３・１６１Ｂ・２３１・３４２・３５６・３６６・３８０・３８２・３８９・４０９・４１５号住居跡の１２軒が８世紀前葉，第２・

１１２・１１５・１５４・１６１Ａ・１８１・１９８・３４６・３５３・３６１（１３１）・３７４・３９４号住居跡の１２軒が８世紀中葉，第４・

１４９・３１４・３３１・３７１・３８１・４０８号住居跡の７軒が８世紀後葉に該当している。

８世紀前葉の住居跡は，調査区中央部から北西部にかけて点在しており，集落が調査区の北部よりに見

られることから，集落の中心はさらに北側に延びていく可能性がある。８世紀中葉の住居跡も中央部から

北西部にかけて存在しており，前葉とほぼ同様の範囲内であるが，調査区南側に住居跡が多く見られるよ

うになり，集落の範囲はやや南側に移動していると考えられる。８世紀後葉の住居跡は，これまでの住居

跡の確認された範囲よりもやや東側に存在しており，集落は東部に移動していると考えられる。奈良時代

の住居跡は，中央部から北西部において集落の中心を北部，南部，東部と移動させながら存在していたと

考えられる。

住居跡の主軸方向は，Ｎ－０°からＮ－４５°－Ｅの間を指す住居跡が９軒，Ｎ－０°からＮ－４５°－Ｗの間

を指す住居跡が１９軒で，北から北西方向を主軸としている例が多い。Ｎ－０°を主軸方向としている住居

跡は２軒である。また，Ｎ－４５°－Ｅを超える住居跡は２軒，Ｎ－４５°－Ｗを超える住居跡は１軒確認され

ている。

住居跡の規模は一辺が３～５ｍで，平面形は方形が多く，長方形は少ない。床面積の平均は１５�である。

第１５４号住居跡は，長軸６�７ｍ，短軸６�２ｍで，この時期の住居としては最大規模であり，床面積を推定す

ると４１�ほどになる。第４０８号住居跡は最小規模であり，長軸２�７ｍ，短軸２�５ｍで，床面積を推定すると

６�ほどである。主柱穴の確認されているのは１６軒で全体の約半数である。出入り口施設に伴うピット

は，１９軒で確認され，全体の６１％を占めている。

当該期の主な出土土器は，土師器の坏や甕，須恵器の坏，高台付坏，蓋，盤，甕などである。土師器は，

出土量が減少し，当該期の中葉から堀ノ内古窯跡群が操業を開始することにより１１），須恵器の出土量が増

加する。土師器の坏は，扁平で丸みを帯びた器形であり，内面に放射状の磨きを施したものが見られる。

須恵器の坏は断面箱型で，厚みのある底部を有するものが多い。高台付坏は，高台部が短いものやハの字

に開くものが見られ，高台の貼付けは底径の外周部分に位置するものとやや内側に位置するものがみられ

る。

� 平安時代

ア ９世紀

この時期には住居跡数が増加し，本報告で１６軒，「犬田１」で１２軒，「犬田２」で１７軒の計４５軒となる。

時期は，第３０・６０・７５・１１１・１１３・１１６・１３０・１４０Ａ・１４０Ｂ・１４１・１５８・１９９・２１０・３４９・３５８・３７０・

３７７・３８４・４１０号住居跡の１９軒が９世紀前葉，第７２・７４・１３３・１５２・１８０・１９６・３６０・３６２・３６３号住居跡

の９軒が９世紀中葉，第３２・４６・５５・６４・７０・７７・８７・１０５・１２３・１８２・３１０・３２４・３２５・３５０・３６４・

３６５・４０４号住居跡の１７軒が９世紀後葉にそれぞれ該当している。

―４２１―
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９世紀前葉の住居跡は，北西部に大きなまとまりが見られ，８世紀後葉に形成されていた集落とほぼ

同じ位置に存在している。中央部には３軒の小集団が見られ，今後この区域に集落が形成される先駆け

ととらえることができる。９世紀中葉の住居跡は，軒数が減少するものの中央部と北西部に分化された

まま継続している。９世紀後葉の住居跡は，北西部ではさらに西に広がりを見せ，中央部では，軒数が

増加し，集落を形成するようになる。集落は，北西側の区域では８世紀の状況からやや広がりを見せ，

北西部にも住居跡数がわずかながら増えている。中央部ではこれまで以上に住居跡の密度が高まってき

ている。８世紀に見られた住居跡の立地が東側に広がる状況は，９世紀に入り顕著になる。

当該期には，住居跡の拡張も確認され，第１４０Ａ・１４０Ｂ号住居跡，第４０９号住居跡に事例を求めるこ

とができる。第１４０Ａ・１４０Ｂ号住居跡においては，東部に壁溝が２条確認されており，段差のついた床

面が設けられていたことから，東部への拡張が示唆されている。第４０９号住居跡においては，西部に確

認された２条の壁溝と西側に張り出した掘り込みから拡張が行われたと考えられている。これらの事例

から，この時期は，住居の再構築や改築等を繰り返しながら，現在の区域に定住していたと推測され，

住居跡軒数の増加とともに集落の盛期を迎えることとなるのである。

住居跡の主軸方向は，Ｎ－０°からＮ－４５°－Ｅの間を指す住居跡が１５軒，Ｎ－０°からＮ－４５°－Ｗの

間を指す住居跡が１９軒である。さらに，Ｎ－４５°－Ｅを超え，東方向を主軸とする住居跡は６軒確認さ

れている。北東方向を主軸とする住居跡は，北西方向を主軸とする住居跡とほぼ同数になってきている。

前時期には，北から北西方向を主軸とする住居跡が主体であったが，本期には，相対的に北東方向や東

方向への主軸の転換が図られているといえよう。また，Ｎ－４５°－Ｗを超え西方向を主軸とする住居跡

は２軒，Ｎ－０°を主軸方向としている住居跡は３軒確認されている。

住居跡の規模は一辺が３～５ｍで，床面積は１１�２�で前時期よりも３�８�ほど小さくなっている。最

大規模の住居跡は，第１１１号住居跡の長軸５�７ｍ，短軸４�３ｍで，床面積は２４�である。第７０号住居跡は

最小規模であり，長軸２�９ｍ，短軸２�８ｍで，床面積は８�である。主柱穴の確認されている住居跡は，１７

軒で３７％の数値を示し，前時期よりさらに主柱穴の存在が減ってきている。出入り口施設に伴うピット

は，２３軒で５１％を占め，これも減少傾向にある。前時期と比較すると，住居跡の床面積が小さくなり，

主柱穴や出入り口施設に伴うピットの確認数が減ってきている。

主な出土土器は，土師器の坏・椀や甕，須恵器の坏や高台付坏，盤，蓋などである。当該期の前半は，

引き続き須恵器の供給が安定しており，主体となっている。須恵器の坏は，前時期のものより器高が高

く，底径が小さいものが多く確認されている。須恵器の盤の出土が数多く確認されるようになるのも当

該期である。後半になるに従い土師器の坏・椀類の出土が多く見られるようになり，須恵器の出土量は

減少傾向にある。この時期から器種構成に加わる土師器の坏・椀類は，ロクロ成形され，薄手のものに

なる。底面から口縁にかけて内彎するものが主体であり，高台を有するものが見られるようになる。こ

れらの坏や椀類には内面黒色処理と丁寧な磨きが施されているものが多い。

イ １０世紀

この時期になると，住居跡数はさらに増加し，本報告で２９軒，「犬田１」で１８軒，「犬田２」で１９軒の

計６６軒となる。時期は，第１７・１１８・２１５・２３０・３２８・３３６・３３８・３９３・３９９・４００・４２４号住居跡の１１軒が

１０世紀前葉，第７・１６・４７・５９・６７・６８・７８・９１・１２０・１３６・１５１・１６０Ｂ・１６３Ｂ・２１７Ａ・２１７Ｂ・２２１・

２２６・３２７・３３５・４０２・４０３・４０７・４１３・４２２・４２３号住居跡の２５軒が１０世紀中葉，第１２・１８・１９・６９・８２・

８３・１３５・１４３・１６０Ａ・１６３Ａ・２２９・３２０・３２１・３３７・３４５・３８６・３９１・４０５・４０６・４１１・４１２・４２７号住居
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跡の２２軒が１０世紀後葉にそれぞれ該当している。なお，第３・８・１５・１２６・１６６・３２９・３３３・３７３号住

居跡８軒は１０世紀代とされている。

１０世紀前葉になると，これまで集落の中心とされてきた北西部では住居跡の存在がやや少なくなる。

１０世紀中葉には，再び住居跡数が増加し，北西部と中央部にそれぞれ集落が見られ，盛期を迎える事と

なる。１０世紀後葉にはほぼ同数の住居跡数で推移しており，北西部と中央部に形成された集落は継続さ

れている。１０世紀代とされている住居跡数も含めると，これまででもっとも住居跡の軒数が多く，この

時期が集落の最盛期ととらえることができる。

住居跡の主軸方向は，Ｎ－０°からＮ－４５°－Ｅの間を指す住居跡が１４軒，Ｎ－０°からＮ－４５°－Ｗの

間を指す住居跡が４軒，Ｎ－０°を指す住居跡は２軒である。Ｎ－４５°－Ｅを超えている住居跡は，４２軒

であり，そのほとんどがＮ－７０°－ＥからＮ－１０５°－Ｅの間を指している。前時期に見られた，北西方

向から北東方向への主軸の転換は当該期に入り顕著になる。住居跡６６軒中６８％が東方向を主軸としてお

り，北東方向も合わせると８４％が総じて東方向を主軸としているといえる。

住居跡の規模は一辺が３～４ｍほどで，床面積の平均は８�９�である。一辺が３ｍ以下の住居跡が１４

軒確認されていることや住居跡の床面積の平均値から，住居跡の規模はこの時期になりさらに縮小化す

るといえ，奈良時代以降最も小形になる。最大規模の住居跡は，第２２９号住居跡で，長軸４�３ｍ，短軸３�

７ｍで，床面積は１５�である。最小規模の住居跡は，第３２８号住居跡で，長軸２�４ｍ，短軸２�２ｍで，床

面積は５�である。主柱穴の確認されているのは１０軒で，６６軒中の１５％を占めるに過ぎない。出入り口

施設に伴うピットは，１３軒で，１９％である。前時期に述べたように施設の簡略化，構築方法の変化がさ

らに進んだ時期と考えられる。

主な出土遺物は，土師器の坏・椀類，甕で，須恵器はほとんど見られなくなる。土師器の椀類には高

台がつくものが主流となり，中には高い高台のものも見られるようになる。内面黒色処理と内面磨きが

施された土器は引き続き多く見られるが，後半には内面が無調整のものも混じるようになる。口径１０�

ほどの小皿が出現するのもこの時期である。

ウ １１世紀

この時期の住居跡数は，本報告で５軒，「犬田１」で２軒，「犬田２」で２軒の計９軒と減少する。第

１１・４８・２０７・２２０・３３０・３５９・３９５・３９７・４１８号住居跡が該当しており，時期は，１１世紀前半及び１１世

紀代と比定されている。これまで調査区全面に展開されてきた集落は終焉を迎えようとしており，中央

部から北西部にかけて住居跡が点在し，小規模な集落が営まれている。また，南東部にも住居跡の存在

が確認されている。

住居跡の主軸方向は，Ｎ－４５°－Ｅを超えている住居跡が７軒と多数を占め，そのほとんどがＮ－８０°

－ＥからＮ－１３０°－Ｅの間で，この時期も引き続き東方向へ主軸を向けている。

住居跡の規模は，長軸・短軸ともに３～６ｍで，平面形は方形や長方形である。前時期に見られた一

辺３ｍ以下の小規模な住居跡は見られなくなり，やや大きくなったといえる。主柱穴の確認されている

のは１軒で，出入り口施設に伴うピットは，４軒で確認されている。

出土土器の中心は，土師器の坏・椀類，甕である。底部の切り離し技法は，回転糸切りのものが多く

認められるようになる。前時期に器種構成に加わった小皿は，口径がやや縮小している。また，内面無

調整の坏・椀類は，前時期より多く見られるようになる。

―４２４―
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５ 中・近世（第３７１図）

今回の調査において方形竪穴遺構２基，井戸跡１２基，溝跡４条，道路跡１条が確認された。「犬田１」と

「犬田２」の双方では，掘立柱建物跡１４棟，方形竪穴遺構３１基，地下式坑２０基，土壙墓１５基，土坑群１か所，

土坑１２８基，溝跡２８条が確認されている。

� 方形竪穴遺構

「犬田２」においては，方形竪穴遺構の考察として，全体数の７１％を占める床面積５�０�以下の小規模

ものは，収穫物の加工・貯蔵施設であるという見方をとっている。また，床面積が５�０�以上の大規模な

ものについては，住居跡などの別な用途も考えられるが，不明であるとしている。今回の調査においても

それに準拠すると，第４８号方形竪穴遺構は規模的に前者，第５０号方形竪穴遺構は規模的に後者である。

� 溝跡

同様に「犬田２」において，溝跡２８条のうち１０条については，１７世紀後半から１８世紀初頭に廃絶された

ものとし，調査区域に隣接する名主仙波氏に準じる階層との関連を想定している。本報告においては，時

期を推定できたものは，第７３・７４・７６・８１号溝跡の４条である。この溝の位置をみてみると，調査区の西

部４区中央部の西端を南北に流れるもの（第７６・８１号溝跡），北端を北東から南西に流れるもの（第７３・

７４号溝跡）である。出土土器は，土師質土器片（内耳鍋・小皿）が多い。第７４号溝跡出土の小皿（２４６５）

は，「犬田２」において１７世紀後葉から１８世紀初頭の時期と報告された第２３号溝跡出土の１６０５と形状が類

似している。また，第７４号溝跡からは同時期と推定される陶器片（２４６７・２４６８）も出土している。時期的

には，同様に１７世紀後葉から１８世紀初頭と考えられる可能性が推測される。なお，この第７４号溝跡は，第

７３号溝跡と平行して重複し，前述の仙波氏敷地との北部境界のように位置している。また，第７６号溝跡の

南端と第８１号溝跡の北端は接しており，一直線に南北に走っているかのようである。その接点から，ほぼ

９０度東へ第７７号溝跡（時期は不明）が走り，Ｅの字のように調査区を区分けしているように見ることがで

きるのは興味深い。

調査区４区中央部と東部を区切るかのように南北に第７９号溝跡が位置しているが，この東側には中世の

時期とされている井戸跡などの遺構が，「犬田１」「犬田２」では報告されている。本報告ではそれら中世

の遺構が確認できなかったが，他の用途に使用されていた区域と考えることもできる。今後の調査・研究

の課題である。

東部のほぼ中央に位置（Ｄ７ｊ４～Ｆ７ｂ１区）し南北に流れる第１号溝跡は，「犬田１」報告によれば，

中世の館跡の一部と報告されている。この溝跡の東西からは方形竪穴遺構・竪穴状遺構・地下式坑・井戸

跡が多く確認されている。そして，第１号溝跡を中心に第１５号溝跡など他の中世の溝跡によって，区画さ

れている様子を見ることができる。この区域は，「犬田１」で指摘されているように，商業活動の展開さ

れた空間であるとすると館主との関係，あるいは今回の調査において中世の溝に囲まれた区域との関係に

ついても視点をもつことができるであろう。

６ むすびにかえて

当遺跡は，縄文時代から中・近世にかけて断続的に集落が営まれていることが判明した。縄文時代には標

高５０ｍの位置に小さな集落が形成され，弥生時代になると標高４８ｍほどの低地に面した位置に集落が移動し

ている。古墳時代の前期には，新たな集落が形成し，以降古墳時代を通して標高４８～４９ｍの中央部から北西

部にかけて集落が展開する。古墳時代においては，いくつかの単位集団が盛衰を繰り返しながら集落を継続

―４２６―
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させている。奈良時代になると住居跡数が増加し，平安時代にはさらに住居跡数の増加の一途をたどる。当

集落の最盛期は，１０世紀に見ることができ，その後，集落は衰退していく。次代への変容の時期が訪れるの

である。中・近世になると，遺構の中心的な空間は東部に移り，西側にも中・近世の遺構の存在が確認され

た。このように概観すると，この地は人々の生活に適しており，集落が連綿と展開されていったといえる。
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第３０７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３１６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３１６号 住 居 跡
Ｐ１遺物出土状況

PL１



第３２２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３２２号 住 居 跡
炉 完 掘 状 況

第３４０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２



第３０６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３０６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３０６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３



第３０９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３０９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３１１号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL４



第３１３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３１７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３１７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５



第３１７号 住 居 跡
炉遺物出土状況

第３２３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３２３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL６



第３２３号 住 居 跡
貯蔵穴遺物出土状況

第３２６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３２６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL７



第３２６号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３３２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３３２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８



第３３２号 住 居 跡
貯蔵穴遺物出土状況

第３３４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３３４号 住 居 跡
貯蔵穴遺物出土状況

PL９



第３４７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３４７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３４８号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１０



第３４８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３４８号 住 居 跡
Ｐ１遺物出土状況

第３５２号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１１



第３５２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３５４号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３５４号 住 居 跡
貯蔵穴遺物出土状況

PL１２



第３５５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３６９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３６９号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL１３



第３７５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３７５号 住 居 跡
炉 完 掘 状 況

第３７６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１４



第３７６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３７８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３７８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１５



第３７８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３８７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３８７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１６



第３８８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３８８号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３９２号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１７



第３９６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３９６号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第 ７８ 号 溝 跡
完 掘 状 況

PL１８



第 ７８ 号 溝 跡
遺 物 出 土 状 況

第１４１号 住 居 跡
第 ３７４０ 号 土 坑
完 掘 状 況

第１４１号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL１９



第３１０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３１０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３１４号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２０



第３１４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３１４号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３２０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２１



第３２０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３２０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３２４号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２２



第３２７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３２７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３２７号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

PL２３



第３２７号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３２８号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３３０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２４



第３３０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３３１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３３１号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL２５



第３３５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３３５号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３４５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２６



第３４５号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３４６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３４６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２７



第３４６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３４６号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３４９号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２８



第３４９号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３５０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３５０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２９



第３５３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３５３号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３５６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３０



第３５６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３５６号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３５８号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３１



第３５８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３５８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３５９号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３２



第３５９号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３５９号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３６０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL３３



第３６１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３６３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３６３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３４



第３６３号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第３６３号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３６５号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３５



第３７０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３７１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３７４号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３６



第３７４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３７４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３７４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３７



第３７７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３７７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３７７号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL３８



第３８０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３８０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３８０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３９



第３８１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３８２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３８２号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL４０



第３８４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３８４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第３８９号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL４１



第３９１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第３９１号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第３９４号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL４２



第３９４号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第４０２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第４０３号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL４３



第４０３号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第４０４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第４０５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４４



第４０７号 住 居 跡
第 ３９１７ 号 土 坑
完 掘 状 況

第４０７号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

第４０８号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL４５



第４０８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第４０９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第４０９号 住 居 跡
竈 完 掘 状 況

PL４６



第４１０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第４１０号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第４１１号 住 居 跡
遺物出土状況（馬歯）

PL４７



第４１１号 住 居 跡
竈遺物出土状況

第４１２号 住 居 跡
第１０２号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第４１２号 住 居 跡
竈遺物出土状況

PL４８



第４８号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第４９号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第５０号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

PL４９



第３５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３５号掘立柱建物跡
Ｐ１遺物出土状況

第 ９９ 号 井 戸 跡
第 ３７８１ 号 土 坑
完 掘 状 況

PL５０



第９９号 井 戸 跡
遺 物 出 土 状 況

第１０５号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第１１８号 井 戸 跡
完 掘 状 況

PL５１



第１２９号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第１２９号 井 戸 跡
遺 物 出 土 状 況

第 ７１ 号 溝 跡
完 掘 状 況

PL５２



第７３・７４号溝跡
遺 物 出 土 状 況

第７６・８１号溝跡
完 掘 状 況

第 ７７ 号 溝 跡
完 掘 状 況

PL５３



第 ７９ 号 溝 跡
遺 物 出 土 状 況

第 ８０ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 ８０ 号 溝 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５４



第 ８１ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 ８２ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １ 号 道 路 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５５



第２１号土壙墓遺物出土状況

第３７２１号土坑遺物出土状況

第３７３８・３７４８号土坑完掘状況

第３７８８号土坑遺物出土状況

第３７１２号土坑遺物出土状況

第３７２９号土坑遺物出土状況

第３７４９号土坑完掘状況

第３８５７号土坑完掘状況

PL５６



SI 322－TP398SI 307－TP374

SI 316－TP379
SI 307－TP376

SI 307－TP375
SI 316－TP396SI 322－TP399 SI 316－TP389

SI 316－TP395 SI 307－TP378

SI 322－TP404 SI 322－TP403
SI 316－TP388

SI 322－TP402 SI 316－TP390

SI 316－TP382

SI 316－TP384

SI 340－TP407

SI 316－TP383 SI 340－TP406

第３０７・３１６・３２２・３４０号住居跡出土遺物

PL５７



SI 306－1775 SI 306－1776

SI 306－1777 SI 306－1778

SI 309－1783 SI 309－1784

SI 311－1792 SI 306－1779

SI 309－1785 SI 305－1771

SI 311－1793 SI 311－1794

第３０５・３０６・３０９・３１１号住居跡出土遺物

PL５８



SI 312－1809 SI 312－1806

SI 312－1807 SI 312－1808

SI 319－1838 SI 317－1822

SI 319－1840 SI 319－1839

SI 317－1821 SI 319－1843

SI 313－1815 SI 313－1816

第３１２・３１３・３１７・３１９号住居跡出土遺物

PL５９



SI 323－1849 SI 319－1842

SI 323－1850 SI 323－1856

SI 326－1871 SI 326－1876

SI 326－1875 SI 323－1851

SI 323－1852 SI 323－1855

SI 323－1854 SI 323－1853

第３１９・３２３・３２６号住居跡出土遺物

PL６０



SI 326－1883 SI 326－1873

SI 326－1874 SI 332－1897

SI 332－1896 SI 332－1898

SI 326－1885 SI 326－1872

SI 326－1886 SI 326－1879

SI 332－1895 SI 326－1878

第３２６・３３２号住居跡出土遺物

PL６１



SI 348－1952 SI 334－1916

SI 332－1900 SI 348－1951

SI 343－1930 SI 348－1950

SI 332－1899 SI 332－1901

SI 334－1915 SI 332－1903

SI 352－1964 SI 352－1963

第３３２・３３４・３４３・３４８・３５２号住居跡出土遺物

PL６２



SI 357－1987 SI 376－2005

SI 376－2006 SI 354－1980

SI 378－2013 SI 378－2013

SI 396－2044 SI 387－2033

SI 352－1965 SI 387－2034

SK 3893－2053 SK 3822－2052

第３５２・３５４・３５７・３７６・３７８・３８７・３９６号住居跡，第３８２２・３８９３号土坑出土遺物

PL６３



SI 332－1914 SI 317－1833

SI 323－1858 SI 323－1859

SI 378－2019 SI 309－1786

SI 317－1824 SI 319－1845

SI 348－1958 SI 319－1844

SI 388－2039 SI 312－1810

第３０９・３１２・３１７・３１９・３２３・３３２・３４８・３７８・３８８号住居跡出土遺物

PL６４



SI 312－1811 SI 347－1933

SI 347－1935 SI 317－1827

SI 334－1920 SI 311－1799

SI 311－1798 SI 311－1797

第３１１・３１２・３１７・３３４・３４７号住居跡出土遺物

PL６５



SI 317－1834 SI 311－1803

SI 334－1918 SI 332－1910

SI 334－1917 SI 343－1931

SI 311－1795 SI 313－1818

第３１１・３１３・３１７・３３２・３３４・３４３号住居跡出土遺物

PL６６



SI 323－1864 SI 323－1865

SI 323－1866 SI 323－1867

SI 311－1805 SI 311－1804

第３１１・３２３号住居跡出土遺物

PL６７



SI 326－1889 SI 357－1993

SI 312－1812 SI 326－1887

SI 385－2032 SD 78－2055

第３１２・３２６・３５７・３８５号住居跡，第７８号溝跡出土遺物

PL６８



SI 306－1781 SI 385－2031

SI 318－1836 SI 326－1892

SI 309－1791 SI 309－1791

第３０６・３０９・３１８・３２６・３８５号住居跡出土遺物

PL６９



SI 312－1814 SI 312－1814

SI 387－2037 SI 387－2037

SI 326－1893 SI 326－1893

第３１２・３２６・３８７号住居跡出土遺物

PL７０



SD 78－2057 SD 78－2056

SI 326－1891 SI 326－1890

第３２６号住居跡，第７８号溝跡出土遺物

PL７１



SI 366－2192 SI 320－2066

SI 314－2064 SI 356－2145

SI 358－2147 SI 353－2141

SI 359－2157 SI 346－2125

SI 361－2168 SI 331－2100

SI 366－2191 SI 335－2109

第３１４・３２０・３３１・３３５・３４６・３５３・３５６・３５８・３５９・３６１・３６６号住居跡出土遺物

PL７２



SI 327－2083 SI 327－2084

SI 346－2126 SI 413－2347

SI 374－2215 SI 413－2346

SI 374－2214 SD 80－2424

SD 80－2431 SD 80－2432

第３２７・３４６・３７４・４１３号住居跡，第８０号溝跡出土遺物

PL７３



SB 35－2365 SI 409－2324

SI 391－2264 SD 80－2422

SI 408－2320 SI 391－2265

SK 3713－2484 SI 377－2216

SE 108－2366 SI 410－2331

SD 80－2393 SI 380－2228

第３７７・３８０・３９１・４０８・４０９・４１０号住居跡，第３５号掘立柱建物跡，第１０８号井戸跡，第３７１３号土坑，
第８０号溝跡出土遺物

PL７４



SD 80－2420 遺構外－2497

SD 80－2403 遺構外－2496

SD 80－2401 SD 80－2401

遺構外－2494 遺構外－2495

SD 80－2407 SD 80－2421

遺構外－2491 SE 128－2483

第１２８号井戸跡，第８０号溝跡，遺構外出土遺物

PL７５



SI 418－2353 SI 423－2356

SI 407－2315 SI 404－2309

SI 424－2360 SK 3917－2370

SI 397－2289 SI 413－2349

SI 418－2354 SI 407－2318

SE 101－2460 SD 74－2464

第３９７・４０４・４０７・４１３・４１８・４２３・４２４号住居跡，第１０１号井戸跡，第３９１７号土坑，第７４号溝跡出土遺物

PL７６



SI 330－2099 SI 408－2323

遺構外－2499 SI 402－2300

SI 377－2220 SK 3672－2369

SI 314－2065 SI 384－2252

SD 80－2437 SI 394－2283

SD 80－2436 SI 377－2221

第３１４・３３０・３７７・３８４・３９４・４０２・４０８号住居跡，第３６７２号土坑，第８０号溝跡，遺構外出土遺物

PL７７



SD 80－2440 SD 80－2435

SI 377－2227 SD 73－2462

SI 377－2223 SI 402－2297

SI 391－2273 SI 310－2063

SD 80－2452 SI 377－2225

第３１０・３７７・３９１・４０２号住居跡，第７３・８０溝跡出土遺物

PL７８



SI 361－2171 SI 380－2237

SD 80－2445 SI 380－2236

遺構外－2487 遺構外－2488

第３６１・３８０号住居跡，第８０号溝跡，遺構外出土遺物

PL７９



SI 380－2234

SI 391－2275

SI 346－2129

SI 363－2183

SI 409－2330

SD 80－2448 SI 358－2154

第３４６・３５８・３６３・３８０・３９１・４０９号住居跡，第８０号溝跡出土遺物

PL８０



SI 310－2061 SE 127－2368

SI 310－2060 SI 363－2184

SI 327－2089 SI 327－2088

第３１０・３２７・３６３号住居跡，第１２７号井戸跡出土遺物

PL８１



SI 349－2136 遺構外－2493

SI 377－2216 SI 384－2250

SSDD 8800－－22444400 SI 346－2127

第３４６・３４９・３７７・３８４号住居跡，第８０号溝跡，遺構外出土遺物

PL８２



SI 348－TP412SI 348－TP411 SI 355－TP413
SI 348－TP410

SI 355－TP414 SI 355－TP415 SI 355－TP416

SI 347－TP409

SI 331－TP418 SI 361－TP425 SI 353－TP422

SI 346－TP420

SI 346－TP419 SI 353－TP423

SI 331－TP417SI 353－TP421

SI 405－TP430

SB 35－TP432
SI 374－TP427

SI 363－TP426
SD 80－TP434 SI 360－TP424

第３３１・３４６～３４８・３５３・３５５・３６０・３６１・３６３・３７４・４０５号住居跡，第３５号掘立柱建物跡，第８０号溝跡
出土遺物

PL８３



遺構外－TP441遺構外－TP439

遺構外－TP435

遺構外－TP436

遺構外－TP440 遺構外－TP442 遺構外－TP457 遺構外－TP460 遺構外－TP438

遺構外－TP459 遺構外－TP455 遺構外－TP437 遺構外－TP454 遺構外－TP452

遺構外－TP447 遺構外－TP448 遺構外－TP449 遺構外－TP450 遺構外－TP451

遺構外－TP453 遺構外－TP458 遺構外－TP461 遺構外－TP446 遺構外－TP444

遺構外－TP445
遺構外－TP443

遺構外－TP456

遺構外出土遺物

PL８４



SI 314－DP65 遺構外－DP68 SI 332－DP56

SI 332－DP55 SI 332－DP54 SI 334－DP60

SSII 335555－－DDPP6622 SSII 335555－－DDPP6633 遺構外－DP69

SI 332－DP57 SI 408－DP67 SI 332－DP59

SI 332－DP58

SI 334－DP61 SI 314－DP64 遺構外－DP70

第３１４・３３２・３３４・３５５・４０８号住居跡，遺構外出土遺物

PL８５



SI 316－Q207 遺構外－Q252 遺構外－Q253

SI 326－Q212 SI 391－Q239 SI 423－Q243

SI 327－Q229 SI 330－Q230 SI 330－Q231

SI 424－Q244 SI 345－Q232

第３１６・３２６・３２７・３３０・３４５・３９１・４２３・４２４号住居跡，遺構外出土遺物

PL８６



SD 75－Q249 SI 358－Q233 SI 411－Q242

SI 317－Q209 SD 80－Q245 SI 375－Q220

SI 314－Q228 SI 376－Q223 SI 370－Q235

SD 80－Q246 SI 311－Q208 SI 404－Q241

第３１１・３１４・３１７・３５８・３７０・３７５・３７６・４０４・４１１号住居跡，第７５・８０号溝跡出土遺物

PL８７



SI 351－Q218 SI 376－Q224 SI 358－Q234

SI 332－Q213 遺構外－Q258 遺構外－Q257

SI 332－Q214 遺構外－Q260

遺構外－Q256 遺構外－Q254

第３３２・３５１・３５８・３７６号住居跡，遺構外出土遺物

PL８８



SI 348－Q217 SI 375－Q221 SI 375－Q222 SI 396－Q226 SI 396－Q227 SI 374－Q237
SI 332－Q215

SI 370－Q236

SE107－Q247 SI 352－Q219

遺構外－Q264

SI 387－Q225 SI 323－Q211

遺構外－Q251 遺構外－Q250

第３２３・３３２・３４８・３５２・３７０・３７４・３７５・３８７・３９６号住居跡，第１０７号井戸跡，遺構外出土遺物

PL８９



SI 317－M140

SI 409－M154SK 3667－M157 PG 34－M161

SI 366－M146
SF 1－M158

SK 3661
－M159SI 323

－M141

SI 353－M145

SI 409－M155
SI 400－M150SI 400

－M149
SI 381－M148

PG 34－M160

SE 129－M156SI 304－M138 SI 409－M152

SI 357－M142
SI 377－M147

SI 313－M139
SI 325－M144SI 409－M153

SI 396－M143

遺構外－M163

SI 409－M151
遺構外－M162

金属製品

PL９０
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